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阪

一月
十
七
日
未
明
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災

(兵
庫
県
南
部
地
震
)
は
、
関
西
麗
の
多
く
の
人
々
の

生
活
に
深
い
影
●
を
及
ぼ
し
た
。
京
都
大
学
に
お
い
て
も
、
か
な
り
の
数
の
学
生
が
直
接
の
被
災
地

兵
庫
県
に
実
家
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
生
活
上

学
業
上
何
ら
か
の
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
大
学
当
局
は
被
災
学
生
に
対
し
、
特
例
措
口
を
認
め
る
な
ど
の
対
応
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
学
生

側
か
ら
も
、
被
災
地

者
へ
の
様
々
な
支
援
活
動
が
祝
け
ら
れ
て
い
る
。

▼
学
内
で
の
様
々
な
動
者

阪
神
大
震
災
の
被
災
学
生
に
対

し
、
後
期
試
験
の
追
試

レ
ポ
ー

ト
へ
の
変
更
な
ど
の
特
例
借
置

が
、
法
学
部
な
ど
各
学
部
で
行
な

わ
れ
た
。
総
合
人
間
学
部
図
●
館

で
は
、
二
階
閲
覧
室
を
被
災
地
か

ら
京
都
へ
避
難
し
て
来
た
受
験
生

の
た
め
に
開
放
し
た
。
お
よ
び
、

窓
口
を
設
け
て
受
験
参
考
書
・

ノ
ー
ト

筆
記
用
異
な
ど
を
学
生

か
ら
集
め
、
被
災
地
の
高
校
な
ど

に
送
る
と
い
う
試
み
も
な
さ
れ

ま
た
、
震
災
後
ま
も
な
く
、
「京

大

阪
神
大
震
災
救
援
セ
ン

タ
ー
」
が
学
生
有
志
の
手
に
よ
り

結
成
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
、
支
援
物
資
の
収
集

搬
送
な

ど
、
地
導
等
稜
活
動
が
現
在
も

な
お
続
け
ら
れ
て
い
る
。

▼
震
災
犠
牲
の
学
生
に
卒
業
認
め

る
阪
神
大
震
災
で
、
一月
†
七
日
、

西
宮
市
大
井
手
町
の
自
宅
で
、
倒

壌
し
た
家
屋
の
下
敷
と
な
り
亡
く

な
っ
た
、
文
学
部
四
回
生
西
洋
史

学
専
攻
の
山
中
祥
子
さ
ん
に
対
し

て
、
京
都
大
学
文
学
部
は
特
例
と

し
て
卒
業
を
認
め
る
方
針
を
決
め

た
。
山
中
さ
ん
は
卒
業
に
必
要
な

単
位
取
得
を
済
ま
せ
、
卒
業
論
文

の
提
出
も
地
震
の
一週
間
前
に
済

ま
せ
て
い
た
。

京
都
大
学
の
学
生
と
し
て
は
唯

一の
犠
牲
者
だ
っ
た
。

★
阪
神
大
震
災
被
災
者
特
別
入
試

を
実
施

全
国
の
国
公
立
大
学
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
る
阪
神
大
震

災
被
災
者
向
け
特
別
入
試

(通
称

D
日
程
入
試
)
の
京
都
大
学
で
の

取
り
扱
い
が
決
定
し
た
。
京
大
で

の
D
日
程
入
試
は
三
月
三
十

三

十
一両
日
に
行
わ
れ
る
。
D
旦
程

入
試
に
は
再
試
験
と
追
加
募
集
の

二
通
り
が
あ
る
が
、
京
大
で
実
施

さ
れ
る
の
は
再
試
験
の
み
。
受
験

資
格
が
あ
る
の
は
前
期
日
程
を
甲

し
込
ん
で
い
た
者
で
、
入
学
試
験

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

も
の
に
限
る
。
募
集
人
員
は
各
学

部
と
も
若
干
名
(但
し
合
格
者
が

出
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
)。
入

試
科
で
は
D
日
程
の
受
験
者
は
全

学
あ
わ
せ
て
十
名
程
を
見
込
ん
で

い
る
と
い
う
。

★
被
災
学
生
向
け
授
業
料
免
除
等

の
取
り
扱
い

京
都
大
学
で
は
阪
神
大
震
災
の
被

災
者
と
な
っ
た
学
生
に
対
し
授
業

料
を
減
免
す
る
措
置
を
と
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
従
来
か
ら
風
水
轡

地
膿
尋
で
家
庭
の
主
た
る
収
入
者

が
死
亡
し
た
学
生奪
を
対
象
に
奥

施
し
て
い
た
も
の
で
、
今
回
の
震

災
に
暇
っ
て
実
施
す
る
類
の
も
の

で
は
な
い
。
希
望
す
る
学
生
は
、

学
生
部
厚
生
課
の
方
ま
で
申
し
出

れ
は
よ
い
。

★
日
本
育
英
会
で
特
別
奨
学
金

日
杢
-英
会
で
は
地
震
の
被
災
者

藁

学
金
給
付
者
に
採
用
す
る
事

を
決
定
し
て
い
る
。
希
望
す
る
学

生
は
学
生
部
厚
生
課
に
申
し
出
る

こ
と
。

★
学
生
援
助
会
で
特
別
貸
し
出
し

学
生
援
助
会
で
は
被
災
学
生
に
対

し
、
五
万
円
ま
で
(小
口
短
期
融

資
は
一万
円
ま
で
)
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
る
。
希
望
者
は
学
生

部
厚
生
課
ま
で
。

▼
ボ
ラ
ノ
テ
ィ
ア
募
集

神
戸
市
長
田
区

須
磨
区
は
被

害
が
大
き
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
奮

圏
か
ら
還
く
、
交
逼

が
寸
断
さ
れ
て
い
て
行
き
に
く
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
在
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
不
足
し
て
い
る
。
特

に
、
須
磨
区
は
長
田
区
ほ
ど
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
状
況
は
深
刻

で
あ
る
。

現
在

「
長
田
ポ
ラ

ノ
テ
ィ
7

ル
ー
ム
」
で
は
、
団
体
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
。

少
数
で
も
安
定
し
て
長
期
参
加
し

Σ

れ
る
団
体
な
ら
ば
、
ど
の
よ

う
な
団
体
で
も
構
わ
な
い
。
た
だ

し
長
田
の
被
轡
状
況
は
深
刻
な
の

で
、
そ
れ
な
り
の
覚
悟
を
も
っ
て

来
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一方
須
磨
に
つ
い
て
は
状
況
が

流
動
的
で
あ
る
が
、
個
人
で
も
構

わ
な
い
。

い
ず
れ
も
詳
細

連
絡
先
は
編

集
部
ま
で
。

釜
罫

科
目
に
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九
五
年
度
よ
り
経
済
学
部
提
供

の
全
学
共
通
科
目
と
し
て
、
「経

済
英
語
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
った
。
こ
れ
は
昨
年
九
月
十
二

日
に
、経
済
学
部
教
科
話貫
会
と
、

経
済
学
部
同
好
会
と
の
間
で
行
わ

れ
た
団
交
の
場
で
明
ら
か
に
な
っ

た
も
の
。
ま
た
、
十
二
月
に
は
経

済
学
部
当
局
に
よ
る
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。

、.簸

揖

こ
の
経
済
英
語
、
c
群
科
目
と

し
て
全
学
に
開
か
れ
る
。内
容
は
、

経
済
学
関
係
の
英
文
を
経
済
学
部

の
教
官
が
担
当
し
て
読
む
も
の
。

九
五
年
度
は
六
ク
ラ
ス
が
開
講
さ

れ
る
。
経
済
学
部
生
に
も
、
二
回
生
以

上
配
当
の
C
群
科
目
と
し
て
扱
わ

れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
科
目
で
単

位
を
取
得
す
る
と
、
経
済
学
部
の

ー

ー

必
修
専
門
科
目
で
あ
る
外
書
講
続

を
取
ら
ず
に
す
む
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
経
済
英
語
の
登
録
は
」

回
限
り
。
一
度
単
位
を
取
れ
な
い

と
、
取
り
直
し
は
で
き
な
い
。

同
好
会
は
こ
れ
ま
で
、
必
修
科

目
の
経
済
学
1

∬
、
経
営
学
、

外
書
講
読
の
撤
廃
を
求
め
て
き

た
。
今
回
の
経
済
英
語
設
置
に
関

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
要
求
が
実

質
的
な
外
1
講
読
の
必
修
撤
廃
と

な
っ
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。

一方
同
好
会
は
、
A

C
群
科

目
の
、
経
済
学
部
生
へ
の
c
群
科

目
と
し
て
の
単
位
認
定
も
求
め
て

い
た
が
、
今
回
は
果
た
さ
れ
な
か

った
。
内
容
が
文
学
部
系
に
偏
り

過
ぎ
て
、
経
済
学
部
の
語
学
教
育

に
向
か
な
い
と
の
理
由
で
あ
る
。

そ
の
書
い
方
で
は
、
経
済
英
語
も

他
学
部
の
語
学
教
育
に
向
か
な
い

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
他
学
部
生

に
も
開
講
す
る
の
は
、
ど
う
し
た

も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
経
済
学

部
生
で
も
、
英
語
を
履
修
し
て
い

な
い
と
外
書
講
読
の
履
修
は
こ
れ

ま
で
通
り
で
不
公
平
が
生
じ
る
。

問
題
套

残
し
た
、
あ
く
ま
で
部

分
的
、
実
質
的
な
必
修
撤
廃
と
、

同
好
会
側
は
分
析
し
て
い
る
。

寄
付
講
座
「分
子
免
疫
学

ア

レ
ル
ギ
ー
学
講
座
」
が
、
九
五
年

四
月
一日
よ
り
大
学
院
医
学
研
究

科
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ
れ
は
、
一月
十
五
日
付
「京

大
広
報
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も

の
。
バ
イ
エ
ル
薬
品
の
二
億
五
千

万
円
の
寄
付
に
よ
り
、
「免
疫
シ

ス
テ
ム
の
仕
組
み
を
分
子
レ
ヘ
ル

で
明
ら
か
に
し
、
免
疫
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
の
診
断
治
療
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と
い
う
。

東
南
ア
研
・矢
野
元
教
授
裁
判

い
滋
承
な
京
都
"で
楠
廷

昨
秋
の
京
都
へ
の
移
送
決
定
を
受
け
て
、
矢
野
塑
兀
京
大
教
授
ら
に
よ
る
三

件
の
慰
謝
料
請
求
訴
訟
の
第
一回
口
頭
弁
論
が
、
二
月
三
日
と
同
九
日
、
京
都

地
裁
で
行
わ
れ
た
。

一連
の
性
暴
力
疑
舞

っ

て
は
、
昨
年
春
、
矢
野
元
教
授
か

ら
性
暴
力
を
受
鍵

と
訴
え
て
い

る
元
秘
書
の
甲
野
乙
子
さ
ん
(仮

名
)
を
元
教
捜
の
夫
人
が
、
甲
野

さ
ん
の
代
理
人
で
あ
る
井
口
博
弁

■
壬
♪示
野
和
子

京
大
人
文
研

教
授
(今
年
三
月
に
定
年
退
官
予

定
)
を
矢
野
元
教
授
本
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
名
誉
殿
損
で
訴
え
て
い

る
。
元
教
授
と
家
族
は

「(疑
惑

蟹
遺
が
)洪
水
の
如
く
流
稲
さ
れ
」

た
た
め
東
京
へ
居
を
移
し
た
と
さ

れ
て
い
る
が
、
訴
訟
の
場
に
盗
を

見
せ
る
こ
と
も
な
く
、
原
皆
側
は

岡
田
宰
弁
護
士
(元
教
授
と
夫
人

の
代
理
人
)
の
み
が
出
廷
し
た
。

一方
、
被
告
側
に
は
、
井
ロ
弁
護

士
を
始
め
、
京
都

大
阪
の
両
弁

璽
↓会
所
属
の
弁
護
士
が
数
人
並

び
、
今
裁
判
の
意
義
を
訴
え
た
。

今
回
は
、
被
告
側
が
冒
頭
陳
述
を

行
っ
た
の
に
対
し
、
原
告
側
は
合

議
と
併
白
の
甲
し
立
て
を
す
る
に

警

ま
り
、
実
賀
的
な
響
理
は
次

回
以
降
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

法
廷
に
は
多
く
の
傍
聴
春
が
詰

め
か
け
、
傍
聴
で
き
な
い
人
も
十

人
以
上
い
た
模
様
。

*

*

*

二
月
三
日
の
午
後
一時
す
ぎ
よ

り
、
京
都
地
裁
第
三
十
三
号
法
廷

で
井
ロ
訴
訟
の
弁
論
が
開
か
れ
、

訴
状
等
の
確
認
の
後
、
井
ロ
弁
護

士
が
冒
頭
陳
述
を
行
っ
た
。
井
口

弁
護
士
は
、
今
回
の
提
訴
に
つ
い

て
、
「わ
れ
わ
れ
弁
護
士
の
弁
護

活
勲

と
り
わ
け
人
権
救
済
の
た

め
に
活
動
す
る
弁
護
士
に
対
す
る

挑
戦
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
も

の
」
で
あ
韮

さ
ら
に
、

同
弁
護
士
は
裁
判
官
に
対
し
、「こ

昨
年
†
月
の
大
学
院
人
間

環

境
学
研
究
科
で
の
「国
際
予
防
栄

養
医
学
講
座
」
設
置
以
来
、
二
例

目
の
密
付
講
座
設
置
と
な
る
。
前

回
は
職
粗
が
手
続
き
上
の
不
備
等

を
問
題
に
し
た
「号
外
」
を
出
し

て
い
る
が
、
今
回
は
学
生
を
含
め

全
く
抗
繊
の
声
は
聞
こ
え
て
い
な

い
。だ
が
、
産
学
協
同
の
具
体
的
な

実
践
で
あ
る
寄
付
講
座
設
置
が
は

ら
む
危
険
性
は
全
く
払
拭
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
一度
何
ら

か
の
問
題
を
起
こ
し
た
塀
醤
、
学

内
各
層
か
ら
の
反
発
の
声
が
出
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

畠
灘
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
副
首
相
か
ら

「
三
多
摩
の
会
」
に
返
書

昨
年
†
二
月
五
日
、
「働
く
こ

と
と
性
差
別
を
考
え
る
三
多
摩
の

会
」
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
女

性
諸
団
体
が
連
名
で
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
の
選
考
母
体
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど

に
宛
て
て
捉
出
し
た
要
望
霞
に
対

し
、
ス
ウ
ェー
デ
ン
政
府
内
閣
室

首
相
代
理
(副
首
相
)
兼
男
女
平

等
担
当
大
臣
名
の
返
醤
が
届
い
て

い
た
こ
と
が
、
こ
の
ほ
ど
明
ら
か

に
な
っ
た
。

要
望
書
は
、
矢
野
暢
元
京
大
教

の
訴
訟
に
は
、
今
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
闘
っ
て
る
人

た
ち
の
活
勤
と
、
現
代
に
お
け
る

広
範
な
弁
纏
壬
の
人
権
擁
護
活
動

そ
の
も
の
が
制
約
さ
れ
る
か
ど
う

か
が
か
か
っ
て
い
る
」
こ
と
へ
の

理
解
を
呼
び
か
け
た
。
ま
疋
、
甲

野
さ
ん
の
匿
名
匪
が
守
ら
れ
る
こ

と
も
へ
あ
わ
せ
て
訴
え
ら
れ
た
。

九
日
は
、
午
後
一時
過
ぎ
に
甲

野
訴
訟
の
、
午
後
三
時
過
ぎ
に
小

野
訴
訟
の
弁
論
が
開
か
れ
疋
。

甲
野
訴
訟
で
は
、
岡
田
弁
■
壬

か
ら
小
野
訴
訟
と
の
弁
論
の
併
合

と
、
複
数
の
裁
判
官
に
よ
る
盒

鴫

の
申
レ
立
て
が
行
わ
れ
、
裁
判
官

か
ら
は
検
討
で
る
と
の
回
答
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
岡
田
弁
護
士
は
、

被
告
側
か
ら
訴
状
の
不
明
な
箇
所

に
つ
い
て
釈
明
を
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
回
書
面
で

笛
弁
す
る
と
回
答
し
た
。

小
野
訴
訟
は
、
第
十
五
号
法
廷

で
開
か
れ
、
訴
状
と
答
弁
書
等
の

確
認
の
後
、
小
野
教
授
自
身
に
よ

る
冒
頭
陳
述
が
行
わ
れ
た
。
小
野

教
授
は
ま
ず
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
女
性
の
人
権
、

と
り
わ
け
労
働
権
と
性
に
お
け
る

自
己
決
定
権
に
関
わ
る
新
し
い
概

念
で
あ
る
、
と
語
っ
た
。加
え
て
、

「矢
野
元
教
授
と
同
じ
大
学
に
口

す
る
者
と
し
て
、
ま
だ
数
少
な
い

女
性
教
官
の
一
人
と
し
て
、
こ
の

事
件
の
も
つ
意
味
を
社
会
に
伝
え

る
こ
と
は
、
私
の
栗
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
責
任
で
あ
る
」
と
の

思
い
か
ら
、
昨
年
一月
二
+
五
日

付
『京
都
新
聞
』
に
「学
者
と
入

権
餐

と
題
す
る
文
童
を
雷
稿

し
た
、
と
主
張
。
こ
の
嵜
稿
文
な

ど
を
理
由
に
提
訴
し
た
矢
野
元
教

授
の
行
為
に
つ
い
て
、
小
野
教
授

は
「女
注
突

権
を
擁
護
す
る
た

め
の
言
論
の
臼
由
を
封
殺
し
よ
う

授
(同
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
)
の
性

暴
力
疑
惑
に
関
し
て
、
適
切
な
対

応
を
求
め
た
も
の
(本
紙
†
二
月

[日
号
で
既
報
)。

モ
ナ

サ
リ
ー
ン
副
首
相
は
返

書
の
中
で
「裁
判
の
判
決
は
ま
だ

出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
、
彼
に
つ
い
て

判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
、
こ
う
い
う
手
紙
が
届

い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
立
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
知
ら
せ
て
お

き
ま
し
た
こ
と
を
付
け
如
冗
て
お

と
す
る
き
わ
め
て
不
当
な
提
訴
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。

こ
の
後
、岡
田
弁
曜
工
か
ら
は
、

甲
野
訴
訟
と
の
弁
論
の
併
合
の
申

し
立
て
が
行
わ
れ
、
検
討
す
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

弁
論
の
終
了
後
、
井
口
弁
護
士

ら
に
よ
る
記
者
会
見
が
行
わ
れ

た
。
井
口
弁
護
士
は
、
各
報
道
機

関
の
記
者
に
対
し
、
甲
野
乙
子
さ

ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
よ

う
、
重
ね
て
要
望
し
た
。
ま
た
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
か

ら
は
あ
る
程
度
理
解
が
示
さ
れ
た

も
の
の
、
原
告
側
が
「匿
名
の
告

発
は
フ
ェ
ア
じ
ゃ
な
い
」
と
主
張

し
て
お
り
、
「双
方
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
以
上
、
裁
判
所
と
し
て

は
原
則
に
か
え
ら
ざ
る
を
得
な

い
」
と
の
返
事
が
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
甲
野
訴
訟
に

つ
い
て
は
愚
爪板
に
原
告

被
告

の
名
前
を
書
か
な
い
こ
と
に
す
る

こ
と
は
、
関
係
者
間
で
了
解
が
得

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
後
の
展
開
次
第
で
は
、
甲
野
さ

ん
の
実
名
が
漏
れ
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
次
回
の
弁
論
の
日
程
は

以
下
の
通
り
。

①
甲
野
訴
訟

三
月
二
十
日

午
後
三
時
よ
り

票

野
藝

野

二
+
日

午
後
一時
五
分
よ
り

③
井
口
訴
訟

四
月
二
土
ハ日

午
後
一時
二
十
分
よ
り

ある一編集員のそこぬけ 珍 東海道中
鱒 旅行主瀦 たちの・。紳,ポ 〈第2回 〉

喜 ・怒 ・哀 ・楽 藍 ・欝 、 。.

さ
て
、
我
々
は
ま
ず
東
海
道

の
起
点
で
あ
る
日
本
橋
へ向
か

った
。
い
く
ら
猛
暑
と
ぼ
い
え

朝
六
時
の
風
は
涼
し
く
、
我
々

は
い
ま
だ
人
影
の
少
な
い
道
を

快
調
に
走
り
抜
け
て
い
った
。

日
本
橋
1
ー
何
度
も
見
た
場
所

で
は
あ
る
が
、
改
め
て
み
る
と

東
糧
道
の
起
点
に
何
と
ふ
さ
わ

し
く
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー

マ
の
よ
う
に
全
国
の
道
は
こ
こ

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の

に
。
す
べ
て
は
、
頭
上
か
通
る

首
都
高
速
が
ぶ
ち
壊
し
て
い
る

の
だ
。
お
陰
で
橋
の
上
に
は
日

が
当
た
ら
ず
、
下
を
流
れ
る
日

本
橋
川
は
薄
ら
寒
い
。私
は
「時

代
の
変
化
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

と
は
納
得
で
き
な
い
。ど
こ
か
、

出
端
を
挫
か
れ
た
感
じ
で
あ

る
。
だ
が
こ
こ
か
ら
は
い
よ
い

き
ま
す
」
「皆
様
の
セ
ク
シ
ュ
ァ

ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
こ

れ
か
ら
の
闘
い
の
成
功
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
た
と

の
こ
と
だ
。

ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
、
ス
ゥ

ェー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

か
ら
も
返
書
が
届
き
、
▼
会
員
の

身
分
は
終
身
で
あ
る
▼
会
員
個
人

の
問
題
に
同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
介
入

し
な
い
▼
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
へ

の
出
席
は
、
全
会
員
の
特
権
で
あ

る
、
旨
の
内
容
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。な
お
、
関
係
筋
に
よ
る
と
、
昨

年
の
ノ
ー
ヘ
ル
賞
授
賞
式
の
場
で

矢
野
元
教
授
の
姿
は
見
か
け
ら
れ

な
か
った
、
冴覆
数
の
報
遭
関
係

者
が
証
言
し
て
い
る
と
い
う
。

よ
本
当
の
東
海
道
な
の
だ
。
気

を
取
り
直
し
て
出
発
し
た
。

東
海
道
の
最
初
の
宿
で
あ
る

品
川
を
過
ぎ
、
多
摩
川
に
か
か

る
県
境
の
六
郷
橋
に
至
る
。
こ

の
六
郷
橋
か
ら
見
え
た
朝
も
や

に
か
す
む
東
京
湾
に
浮
か
ぶ
朝

日
は
き
れ
い
だ
っ
た
。
出
発
か

ら
お
よ
そ
三
時
間
。
ま
だ
み
ん

な
元
気
。
マ
マ
チ
ャ
リ
の
K
も

少
し
遅
れ
が
ち
で
は
あ

っ
た

が
、何
と
か
つ
い
て
来
て
い
た
。

よ
う
や
く
適
度
な
ス
ピ
ー
ド
が

つ
か
め
て
き
た
よ
う
に
思
え

た
。川
崎
、
神
奈
川

(
現
在
の
横

浜
)
を
過
ぎ
れ
ば
保
土
ケ
谷
。

ど
う
や
ら
疲
れ
て
来
た
よ
う

だ
。
日
も
高
く
な
り
、
気
温
も

上
が
っ
て
来
た
。
特
に
、
マ
マ

チ
ャ
リ
の
K
の
消
耗
が
激
し

い
。
下
ば
か
り
向
い
て
い
る
。

暑
く
な
る
の
は
こ
れ
か
ら
な
の

に
。
少
し
心
配
に
な
る
と
と
も

に
、
早
く
も
後
悔
が
芽
隼
え
出

し
た
。
そ
し
て
、
保
土
ケ
谷
か
ら
戸

壕

藤
沢
へ
の
道
は
、
今
思
い

出
す
に
も
生
き
地
獄
だ
っ
た
。

こ
の
日
、
東
京
は
三
+
度
の
酷

暑
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
照
り
返

し
や
果
り排
気
ガ
ス
の
あ
る
略

上
で
の
侭
感
温
度
は
、
恐
ら
く

四
十
度
を
越
え
て
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。
ま
さ
に
殺
人
的
な
ー
さ

で
あ
る
。し
か
も
日
陰
は
な
い
。

容
赦
な
く
体
力
は
奪
わ
れ
る
。

今
考
え
れ
ば
、
一番
暑
い
時
間

は
日
陰
で
休
ん
で
い
れ
ば
よ
か

っ
た
の
だ
が
、
何
も
考
兀
ず
に

我
々
は
突
っ
走
っ
て
し
ま
っ

た
。
「全
く
、
何
で
こ
ん
な
旅

に
出
だ
ん
だ
ろ
5
。
だ
い
た
い

。」
そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
。

挫
け
そ
う
な
体
に
鞭
打
っ

て
、
何
と
か
平
塚
に
着
く
。
よ

う
や
く
「旅
の
匂
い
」
が
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
は
国
道
一号

を
中
心
と
し
た
自
動
車
の
多
い

道
を
走
っ
て
来
た
の
で
、
ど
う

も
旅
に
出
た
気
が
し
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
、
藤
沢
辺
り
か
ら

東
海
道
が
一
弓
と
分
か
れ
、
い

い
感
じ
の
道
に
な
る
。
ど
こ
か

心
も
晴
れ
る
。
さ
ら
に
、
平
塚

で
は
い
い
も
の
が
見
ら
れ
た
。

安
藤
広
重
の
「東
海
道
五
+
三

次
」
の
浮
世
絵
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
こ
の
中
の
平
塚
の
宿
に

は
、
「高
麗
山
」
と
い
う
印
象

深
い
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
詳

し
く
は
写
真
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
れ
は
消
防
団
の
愈
庫

な
の
だ
が
、
広
重
の
絵
を
便
う

と
は
な
か
な
か
セ
ン
ス
が
い

い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の

絵
の
元
に
な
った
高
麗
山
と
い

う
山
が
、
本
当
に
こ
の
絵
の
ま

ま
な
の
だ
。
浮
世
絵
に
あ
り
が

ち
な
誇
張
に
違
い
な
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
に
、
目
の
当
た
り

に
し
た
と
き
は
大
き
な
感
動
を

覚
え
た
。
生
き
て
い
る
東
海
道

と
の
接
触
。
こ
の
と
き
初
め
て

「東
海
道
を
走
っ
て
い
る
ん

だ
」
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き

た
気
が
す
る
。

平
塚
か
ら
大
磯
を
通
っ
て
小

田
原
ま
で
の
道
は
、
日
も
落
ち

て
来
た
の
で
割
と
楽
だ
っ
た
。

海
沿
い
の
道
は
景
色
も
よ
く
、

気
分
も
爽
快
に
走
る
こ
と
が
で

き
た
。
特
に
、
大
磯

小
田
原

間
か
ら
眺
め
た
箱
根
の
山
々
の

景
色
に
は
、
再
び
感
動
し
た
。

二
子
山
を
中
心
と
し
た
こ
の
構

図
も
ま
た
、
浮
世
絵
そ
の
も
の

な
の
だ
。
「あ
あ
、
明
日
は
あ

の
山
を
登
る
の
だ
な
」
と
思
う

と
、
言
い
知
れ
ぬ
感
動
に
襲
わ

れ
た
。
恐
ら
く
、
江
戸
の
旅
人

も
同
じ
よ
う
な
感
慨
に
ふ
け
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
幸
せ
な
気

分
に
ふ
け
り
つ
つ
、
小
田
原
に

着
い
た
。

初
日
は
で
き
れ
ば
箱
根
を
越

え
た
か
っ
た
の
だ
が
、
K
は
激

し
く
消
耗
し
て
い
て
と
て
も
無

■
訂
正

一月
土
ハ日
号
に
以
下
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

三
面

映
評

最
下
段

誤
)

答
え
は

な
い

正
)

答
え
は

わ
か
ら
な
い

三
月
一
日
弓

五
面

吉
田
寮
紹
介
で
左
上
の

写
真
の
横
に
一行
ず
つ
抜
け
て

い
ま
し
た
。

第
一段
目

左
端

っ
く
り
と
時
間
が
流
れ
て
ゆ

～第
二
段
目

左
端

同
じ
空
間
か
箕
有
し
、
か
つ
形

成

理
の
よ
う
だ
。
「
だ
か
ら
マ
マ

チ
ャ
リ
な
ん
か
で

」。
ま

あ
、
愚
痴
を
言
っ
て
も
し
よ
う

が
な
い
。
時
間
も
三
時
半
で
あ

る
し
、
初
日
に
無
理
を
し
て
後

日
に
疲
れ
を
残
す
こ
と
も
あ
る

ま
い
、
と
考
え
て
、
早
め
に
宿

を
入

っ
て
翌
日
の
箱
楓
超
λ
に

備
え
る
こ
と
に
し
た
。
(ゴ
シ

ン
ク
部
分
は
、
五
十
三
次
の
宿

場
)

(卯
)

つ

(一}
凸
u
≡
尋

ヨ
凸

呈
3

実
家
の
あ
る
地

φ

域
が
大
弩

を

く
ら
っ
た
。
テ

φ

レ
ビ
は
暴

に

わ
た
る
中
継
を

φ

行
った
。
し
か

Φ
し
馨

蕎

費

詮

え
な

恥
い
情
況
で
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア

Φ
の
存
在
に
何
の
意
味
が
?
▼
一

静
月
十
七
日
当
日
、
号
外
や
ラ
ジ

Φ
オ
で
情
報
は
手
に
入
った
が
、

轄
籍
難
擁

か
ん
ぱ
か
り
の
ヘ
リ
の
飛
行
音

怜
謬
荏
多
し
か
し碧

Φ
自
身
が
情
報
発
信
で
き
る
、
一

騨
頃
癒
行
った
ミ
ニ
F
M
等
の
個

"
人
メ
デ
ィ
ア
の
活
咀
は
聞
か
な

m
い
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
く
ら
い

"
だ
。
自
分
の
放
送
局
そ
の
も
の

の
が
だ
め
に
な
っ
た
?
放
送
で
き

鷺
も
塁

豪

狭
いか
窪

"
方
な
い
?
▼
自
分
で
ミ
ニ
F
M

陣
放
送
を
楽
し
ん
だ
経
験
か
ら
言

φ
っ
て
も
、
確
か
に
電
波
を
出
す

川
こ
と
は
大
変
だ
。
聞
く
、
聞
か

や
な
い
は
遺
択
で
き
る
と
も
強
弁

羅
鯵
難

聴

"
震

に
囲
嚢

て
窪

し
て
い

11
る
我
々
に
と
っ
て
、
非
常
に
難

φ
し
い
こ
と
。
バ
リ
コ
ン

一
つ
に

仙
ま
か
せ
る
の
は
ち
と
荷
が
璽

"
い
。
よ
っ
て
、
制
度
に
よ
る
制

冊
限
が
な
さ
れ
、
趣
味
が

一
つ
消

Φ
さ
れ
て
い
る
▼
大
き
い
の
は
、

隙雛
講
釈
講

O
ざ
と
い
う
と
き
の
自
前
の
メ
デ

柵
イ
ア
が
欲
し
い
。
そ
れ
が
で
き

"
ず
し
て
何
の
た
め
の
情
報
化
社

榊
会
だ
▼
い
ざ
と
い
う
時
京
大
新

φ
聞
は
ど
う
し
よ
う
?
そ
も
そ
も

酬羅
潔
照
鹸
鰭

た
。
他
の
地
域
で
も
ビ
ラ
や
ミ

帥
言

ミ
が
た
く
さ
ん
出
て
い

"
る
。
号
外
も
あ
っ
左
▼
印
刷
術

榊
の
発
明
か
ら
五
百
年
あ
ま
り

O
で
、
文
字
媒
体
は
こ
こ
ま
で
の

ト
創鰻

贈携
舗

　や
慶

メ
デ
.
ア
に
蜜

藁

社

告

京
都
大
学
新
聞
は
、
一九
二

五
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
て
以
来

今
年
で
七
十
年
を
迎
え
る
学
内

唯
一の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
す
。

学
生
、
教
宮
、
磨
桑
生
等
に
愛

読
さ
れ
て
滝
川
事
件
や
京
大
天

皇
渥

へ
京
大
闘
争
そ
の
他
京

大
を
軸
と
す
る
様
々
な
事
件
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報
遂
し
椀
け

て
お
り
ま
す
。
戦
時
下
に
お
い

て
は
部
員
の
検
挙

発
禁
と
フ

7
シ
ズ
ム
の
嵐
の
中
も
新
聞
発

行
の
灯
を
守
り
続
け
て
き
ま
し

た
。京
都
大
学
新
聞
は
、
大
学
当

局
か
ら
も
暖
か
く
応
援
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

独
立
採
算
制
を
守
り
通
し
て
お

り
、
資
金
面
で
大
学
当
局
か
ら

援
助
を
受
け
て
は
お
り
ま
せ

ん
。
従
っ
て
予
算
を
盾
に
記
事

の
差
し
替
え
を
通
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
も
な
く
、
独
自
の
視
点

か
ら
京
大
の
歴
更
を
追
い
続
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
矢
野
元
教
授
の

セ
ク
ハ
ラ
事
件
を
運
続
し
て
邊

跡
し
て
お
り
、
各
方
面
か
ら
注

目
を
受
け
て
い
る
の
も
周
知
の

通
り
で
す
。

京
大
新
聞
は
、
ブ
ラ
ン
ケ
ノ

ト
版
で
月
二
回
発
行

(
一
日

†
穴
日
)
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
書
評
、
映

評
、
紀
行
文
等
多
彩
な
紙
面
を

蒔
っ
て
い
ま
す
。
購
読
料
は
、

四
年
間

一
万
二
干
円
、
六
年
間

(
医
学
部
)
一
万
八
千
円

(送

料
込
み
)。
京
都
大
学
に
入
学

さ
れ
た
か
ら
に
は
、
屋
非
定
期

購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

郵
振
習
番
号

京
墾
入学
新
閃
社

11
薫
い
?
し
か
し
今
回
パ
ソ
コ
ン

O
通
信
が
、
文
字
媒
体
で
あ
った

鵬
と
い
え
、
大
き
な
役
割
を
担
っ

O
た
の
を
見
れ
ぱ
電
波
メ
デ
ィ
ァ

m
に
も
そ
れ
独
自
の
役
副
が
あ
ろ

や
う
と
い
う
希
望
を
持
て
る
。
今

幽羅

灘

擁

や
と
い
え
、
満
足
で
き
た
と
は
雷

㎝
い
難
い
。
そ
も
そ
も
音
声

(
映

登
像
)
は
文
字
に
勝
て
な
い
?

川
げ
「自
匹
8
σロ
ロ
oq
と
い
う
大
き

"
な
長
所
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ

m
れ
瞥

あ
侃罰

を
発
見
し
な
い

や
限
り
(
ロサ
ン
ゼ
ル
ス
地
震
の

時
、
テ
レ
ビ
の
と
っ
た
行
動
も

"p
一
つ
の
回
答
だ
)
こ
の
間
題
は

"
解
決
で
き
な
い
し
、
信
頼
さ
れ

m
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
夢
で
し
か
な

や
い
。
無
論
こ
れ
は
京
大
新
聞
に

瀞
も
当
で
は
ま
る
の
だ
が
。
粛
)

森北出版
(表示価格は勘 定働

お

の

小
倉
腿
光
著

國
気
猷
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

人

知

恋
村
正
遵
響

【藁
礎
慣
綴
工
学
シ
リ
ー
ズ
⑰
]

土

の

石
井
印
部
習
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〒i㎎ 東京・千代田・菖士見ト4-11003〔3鐙5)3341代 表

パo

lら

カ く

1ら

木工蚕

関西豆學
月刊同人雑誌 毎月8日 発亮

定価700円(送 料76円)
編集・発行/関西文学の会 発売/株式会社関西書院

広 く才 能の 糾 合 を 目指 し

活動 の 主体 たる 同 人 ・会 員 へ の

加 名 ・入 会 を 期待 して い ます

見本誌と入会案内送呈(要80円切手8枚)
購読のみの場合は年間93!E円(送料共)

●西文学賞幕集中
文墓騨■/欝/小 膜/隠 口・エノセイ
音郁門●切り一弩隼8月 素日澗印禰勤
●応募枚数、賞盆 発表など応募要綱は、
毎号の「関西文学」誌の目次嚢面に収載。

織田作之助賞募集中
主確/大 阪文学纈員倉
小脱(ノヤノルを問わず)50枚以上10D枚以内
締切り 毎年5月 末日消印有効
応募要綱など問合せは「織田作之助賞」係

大阪市生野区林寺E-20-1
費(06)714-5946/FAX(06)714-2023

郵便振替/大 阪00950-1-24838

1■■闘無駄を省いて安さで勝負■■艶■

エコノミー

旺 昭印 納税証明書 御持参

府県ナ!パ ー可〉自動車貞検
点検を実施 整 備のZ要 のな
いて検査後 保安基準適 合証
・ないま篤 整備の坐要な車両

整備μ要箇所をアトハイス
購のの ち、後 日こ予約入庫 し
ア トハ イス料は無粁 てす。

(近指京 第325号) 11
民間車検工場 車検業務実績40年

工コノ ミー車検 ヒンター

ハイセ
京都市上

角量翌翻

薩予約制

國凹目凹
17,000円1時 間

(税別)

年 二葉自動車工業
一

センスモータークラブ
京区仁和寺街道御前西入ル下横町216

3D～1700TEL(463)1448

E当 日 検査証

下さい。(他
基準により
い車両につ
の発行を行

については
します。整備
て下さい。ア

付けません。

一車両重量1000kg以内乗用車例

値魑置購 ケ用 〔重量硯,{ロ 検代(税込}}(電 譲爾)

32,150円+25200円+17.510円+3β62円

総 額78,222円

豪不正改遺車は一切受け付けません。肇外国車は 曼け

i慧熱雛 鑓謙1灘騨醤
1(箋晃欄昌勧螢籔謹薪

げんたく
〒603京 都市北区大宮玄琢南町25番 地TELO75-493-0101㈹

親切、丁寧

磯 辮 人気のマト
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映 画 誕 生 百 周年

 

●宅兄

映画的人生

 

るあ●オフユリト

人間・環境学研究科院生

晃 一一前田

く山田宏一氏の

友愛の印

 

貫

の

「映 画 フ ァン」を

トリュフ ォーへ

 

フ
ラ
ン
ソ
ワ

ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
は
、
待

ち
に
待
っ
た

『悪
魔
が
夜
来
る
』
を
、
学

校
を
さ
ぼ
っ
て
見
に
い
っ
た
。
す
っ
か
り

そ
れ
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
そ
の
日
の
夕

方
、
た
ま
た
ま
遊
び
に
き
て
い
た
彼
の
叔

母
が
、
よ
り
に
よ
っ
て
『
悪
魔
が
夜
来
る
』

に
連
れ
て
い
っ
て
や
る
と
い
う
。
ま
さ
か

学
校
を
さ
ぼ
っ
て
も
う
見
て
し
ま
っ
た
か

ら
別
の
映
画
を
見
た
い
と
も
言
い
だ
せ

ず
、
い
か
に
も
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て

彼
は
同
じ
作
品
を
も
う

一
度
見
る
羽
目
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
し
か
し
、
ま

さ
し
く
そ
の
日
か
ら
、
彼
の
「映
画
狂
い
」

が
は
じ
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。

同
じ
映
画
を
何
度
も
見
る
こ
と
だ
け
な

ら
誰
に
だ
っ
て
で
き
る
。
上
映
中
の
映
画

画
評
映
書

館
に
日
参
す
る
な
り
、
L
D
や
ヴ
ィ
デ
オ

で
繰
り
返
し
見
る
な
り
す
れ
ば
、
(
後
者

は
所
詮

「
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
し
か
す

ぎ
な
い
の
だ
が
)
、
脳
裏
に
焼
き
付
け
る

こ
と
ぐ
ら
い
は
お
金
と
記
憶
力
次
第
で
で

き
る
だ
ろ
う
し
、
加
え
て
、
巷
に
溢
れ
て

い
る
映
画
に
関
す
る
本
を
片
っ
端
か
ら
読

ん
で
お
き
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
こ
そ
博
覧
強

記
に
な
る
こ
と
ぐ
ら
い
、
映
画
に
限
ら
ず

ど
ん
な
も
の
に
つ
い
て
も
そ
う
な
の
だ

が
、
実
は
誰
に
だ
っ
て
で
き
る
こ
と
な
の

だ
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
誰
も
が
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
よ

う
な

「映
画
狂
い
」
に
な
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
(ヴ
ィ
デ
オ
や
L
D
が
映
画
の
イ

ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と

は
、
映
画
館
で
映
固
を
見
る
こ
と
に
読
者

の
気
持
ち
を
観
客
に
な
る
こ
と
へ
馳
せ
さ

せ
る
と
同
時
に
、
映
圃
を
目
る
こ
と
の
倫

理
的
快
楽
を
喚
起
さ
せ
る
映
画
へ
の
真
摯

な
オ
マ
ー
ジ
ュ
に
満
ち
た
金
井
美
恵
子
氏

の
最
新
著

『
愉
し
み
は
T
V
の
彼
方
に
』

を
読
ん
で
、
見
よ
う
。)

唯
に
で
も

「狂
う
」
こ
と
は
で
き
る
は

ず
な
の
だ
け
れ
ど
、
大
抵
の
場
含
、
躍
躍

し
て
せ
い
ぜ
い
小
手
先
で
愛
で
る
だ
け
に

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
何
度
も
見
な
お
し
た

り
、
色
亙
と
梧
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
だ
け
ど
、
そ
れ
に

「狂
う
」
こ
と
は

誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
メ
ル

ヴ
ィ
ル
は

「水
面
下
す
れ
す
れ
を
泳
ぐ
く

ら
い
の
こ
と
な
ら
雑
魚
に
で
も
で
き
る

が
、
五
マ
イ
ル
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

深
さ
に
潜
る
と
な
る
と
な
れ
ぱ
巨
大
な
鯨

で
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」
と
言
っ
た
そ
う
だ

が
、
「
映
画
の
な
か
に
完
全
に
は
い
り
こ

ん
で
し
ま
い
た
い
と
い
う
欲
望
に
か
き
た

て
ら
れ
、
し
だ
い
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
近
づ

著 ・山田宏一

平凡社 ・2800円

い
て
い
き
、
つ
い
に
は
映
回
館
そ
の
も
の

を
消
し
て
し
ま
う
ま
で
に
な
っ
た
」
と
い

う
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
は
だ
か
ら
狂
え
る
エ
イ

ハ
ブ
で
あ
る
と
同
時
に
白
鯨
で
も
あ
る
。

さ
て
、
『
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー

あ
る
映
画

的
人
生
』
は
九
一
年
に
初
版
が
、
九
四
年

の
秋
に
は
そ
の
増
補
新
版
が
ト
リ
ュ
フ

ォ
ー
に
負
け
ず
劣
ら
ず

「映
画
狂
い
」
の

山
田
宏

一氏
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
慎
ま
し
い
山
田
氏
は

「映
画
フ

ァ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
だ
け
れ
ど

I
I
金
井
美
恵
子
氏
に
よ
れ
ぽ
彼
は

「
無

人
島
に
一
本
の
映
画
を
持
っ
て
い
く
人
」

な
の
だ
そ
う
だ
。
「無
人
島
な
ん
だ
け
れ

ど
映
画
館
が
あ
っ
て
、
ひ
と
り
で
映
画
を

見
る
の
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
お
客
が
い

っ
ぱ
い
い
て
、
だ
か
ら
ム
ジ
ュ
ン
島

」

と
い
う
駄
酒
落
ま
で
飛
ば
し
て
し
ま
う
こ

の
人
は
、
や
は
り
ど
こ
か
狂
っ
て
い
る
の

¶

か
も
し
れ
な
い
が
。

山
田
氏
の
仕
事
は
い
つ
も
そ
の
ス
タ
ン

騨

ダ
ー
ル
的
な
情
熟
と
実
証
主
義
で
大
岡
昇

平
の

(女
優
に
つ
い
て
は
平
成
の
谷
崎
潤

一
郎
と
い
う
指
摘
も
あ
る
)
仕
事
を
浬
想

さ
せ
る
が
、そ
う
し
た
こ
と
は
と
も
か
く
、

し
ば
ら
く
前
に
新
版
が
で
て
い
た

『
映
圃

こ
の
心
の
と
き
め
き
』
に
し
て
も
、
ど
の

仕
事
で
も
彼
は
一
貫
し
軍

映
画
フ
ァ
ン
」

と
し
て
仕
貢
を
し
て
い
る
。
た
だ
ト
リ
ュ

フ
ォ
ー
を
相
手
に
す
る
時
蟻

狂
気
の
愛
」

な
ら
ぬ

「
狂
気
の
友
愛
」
に
満
ち
た
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
彼
に
、
ト
リ
ュ

フ
ォ
ー
の
「
ど
こ
ま
で
が
現
実
の
人
生
で
.

ど
こ
か
ら
が
映
画
な
の
か
。
ど
こ
で
映
画

が
終
わ
り
、
ど
こ
か
ら
現
実
突

生
が
は

じ
ま
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
映
画
的
人
生

と
同
様
の
、
単
な
る
映
圃
フ
ァ
ン
の
映
圃

体
験
を
載
え
た

く映
画
的
人
生
V
を
送
る

至
福
の
喜
び
を
授
け
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
填
ま
し
い
山
田
氏
は
ト
リ

ュ
フ

ォ
ー
に
対
す
る
友
愛
を
、
学
生
の
頃
は
じ

め
て
通
訳
と
し
て
付
き
含
っ
た
際
、
拙
い

フ
ラ
ン
ス
語
し
か
で
き
な
い
彼
を
自
慢
気

に
罵
鹿
に
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら

「
屈
折
し
た
形
で
}
庇
っ
て
く
れ
て
以
来
、

ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
人
間
と
作
品
の
大
フ
ァ

ン
に
な
っ
た
と
書
っ
た
り
す
る
の
だ
け
れ

ど
、
そ
も
そ
も
ジ
ャ
ン

ヴ
ィ
ゴ
の

『
新

学
期

操
行
ゼ
ロ
』
と
同
じ
年
に
生
ま
れ

た
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
が
そ
ん
な
大
人
し
い
付
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可

撃

嚇

〉

『
ア
テ
ル
の
恋
の
物
語
』
(
一
九
五
九
)

き
合
い
だ
け
を
し
て
く
れ
る
は
ず
が
な

い
。
何
し
ろ

「
世
界
で
い
ち
ば
ん
い
い
版

を
つ
く
っ
て
み
せ
る
」
と
約
束
し
て
本
当

に
世
界

一
の
版
を
作
っ
て
し
ま
う
と
い

う
、
マ
キ
ノ
雅
弘
も
び
っ
く
り
の
仁
義
を

き
っ
て
、
映
画
渡
世
人
の
義
理
に

「オ
ト

シ
マ
エ
」
を
つ
け
た
山
田
氏
な
の
だ
。
こ

の

「
ベ
ル
ギ
ー
の
ス
パ
イ
」
と

「
フ
ラ
ン

ス
映
画
の
墓
掘
り
人
」
の
二
人
の
間
に
は

だ
か
ら
紛
れ
も
な
く
映
画
で
し
か
結
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
美
し
い
友
愛
が
存
在
し
て

い
る
。
(だ
か
ら

『
映
画
こ
の
心
の
と
き

め
き
』
で
は
マ
キ
ノ
雅
弘
と
ト
リ
ュ
フ

ォ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
並
ん
で
い
た
の

で
は
な
い
か
。)

と
も
あ
れ
、
去
年
は
後
半
か
ら
や
た
ら

と
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た

(因
み
に
前
半
は
ゴ
ダ
ー
ル
で
)。
山
田

氏
訳
に
よ
る

『ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
に
よ
る
ト

リ
ュ
フ
ォ
ー
』
も
す
ば
ら
し
い
し
、
彼
に

これはすべて真実の物語です。

わたしは事実を土台にしてシナ リオを書き、

何の創作 もしていないのです。

強 く激しい情熱の物語は、

「恋のエチュード』以来わたしの心を魅惑しているテーマです
。

一 一フランソワ・トリュフォー

『あ
る
映
画
的
人
生
』
の
増
補
改
訂
新
版

を
だ
す
必
要
性
を
迫
っ
た
と
い
う
記
録
映

画

『盗
ま
れ
だ
肖
像
』
も
す
ば
ら
し
い
の

r

だ
が
、
友
愛
の
も
つ
美
し
さ
に
お
い
て
、

こ
の

『
あ
る
映
画
的
人
生
幽
に
勝
る
も
の

は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
盗
ま
れ
た
肖

像
』
が
ど
こ
と
な
し
に
物
足
り
な
か
っ
た

の
は
、
山
田
氏
の
仕
事
葬
通
し
て
つ
ね
に

特
権
的
に
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
肖
像
に
接
し

て
き
た
わ
れ
わ
れ
日
本
の
腕
者
に
は
分
が

悪
か
っ
た
と
い
う
単
純
に
し
て
残
酷
な
理

由
に
よ
る
。
た
だ
、
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
映

一

画
の
「
細
部
に
わ
た
る
水
々
し
さ
」
を
証

言
す
る
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
、
ヒ
ノ
チ
コ
ノ
ク

の
偉
大
さ
を
ア
メ
リ
カ
人
に
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
に
脱
く
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
姿
を
見

る
だ
け
で
も
、
当
然
こ
れ
は
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
撮
影
風
景

で
の

「ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
と
女
優
た
ち
」
の

写
真
を
新
た
に
付
け
加
え
た
山
田
氏
の
本

の
方
が
、
断
然
偉
い
の
で
あ
る
。

<

『夜
霧
の
恋
人
達
』
(
一
九
六
八
)

残
念
極
ま
り
な
い
こ
と
に
、
没
後
十
年

を
記
念
し
て
ニ
ュ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
リ
ン

ト
、
山
田
宏

一
新
訳
字
幕
つ
き
で
再
映
さ

れ
た

『
ア
デ
ル
の
恋
の
物
鱈
』
が
先
の
震

災
の
せ
い
で
関
西
で
は
上
映
中
止
に
な
っ

て
し
ま
っ
た

(『
盗
ま
れ
た
肖
像
』
は
関

西
で
は
そ
も
そ
も
上
映
予
定
が
な
か
っ

た
/
)。
そ
れ
は
天
災
だ
か
ら
し
ょ
う
が

な
い
こ
と
な
の
だ
け
ど
、
『
映
画
に
つ
い

て
私
が
知
っ
て
い
る
二
、
三
の
事
柄
』
や

『
シ
ネ
フ
ラ
ボ
ー
3
』
や
共
著
の

『ト
リ

ュ
フ
ォ
ー
そ
し
て
映
圃
』
や
共
訳
の

『映

画
の
夢
夢
の
批
評
』
『
わ
が
人
生
わ
が
映

画
』
な
ど
が
絶
版
や
品
切
れ
だ
っ
た
り
す

る
の
は
疑
い
よ
う
も
な
く
人
災
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
『
ア
デ
ル

』
を
何
処
の

劇
場
も
代
替
上
映
を
し
な
い
の
な
ら
、
そ

れ
こ
そ
天
災
を
人
災
に
変
え
る
こ
と
に
も

等
し
い
暴
挙
で
は
な
い
か
。

実
は
、
今
度
の
黄
金
週
間
に
は
ゴ
ダ
ー

ル
の

『勝
手
に
逃
げ
ろ
/
人
生
』
の
発
表

以
来
15
年
目
に
し
て
の
日
本
初
公
開
が
控

え
て
い
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
本
当
に
楽
し

み
な
の
だ
け
れ
ど
、
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
も
忘

れ
ず
に
上
駅
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
現
在
山

田
氏
が
翻
訳
中
で
95
年
春
刊
予
定
の

『ト

リ
ュ
フ
ォ
ー
の
手
紙
』
や
、
『リ
ュ
ミ
エ
ー

ル
』
で
一
部
津
載
さ
れ
た

「最
後
の
イ
ン

タ
ヒ
ュ
ー
」
が
出
版
さ
れ
る
日
が
来
る
こ

と
も

「待
ち
に
待
っ
た
」
こ
と
で
は
あ
る

の
だ
け
ど
、
(誰
も
が
こ
れ
を
使
っ
て
し

ま
う
が
)
や
っ
ぱ
り
、
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の

映
画
が

『待
遠
し
い
/
ヤ

(前
田
晃
一
氏
は
人
聞
。
環
境
学
研
究
科

院
生
)

「
京

都

大

学

新

聞

」
●

学

生

生

活

の

必

需

品

翻,、

濾
矢
野
暢

東
南
ア
ノ
ア
研
究

学
生
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

セ
ノ
タ
ー
前
所
長
の
性
暴
力
疑

一
連
の
事
件
に
対
す
る
認
識
か

惑
事
件
は
、
九
三
年
八
月
、
週

深
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え

刊
誌
な
と
が
報
じ
た
こ
と
で
世

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
深

に
知
り
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

刻
な
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
事

数
年
前
に
矢
野
元
教
授
の
秘
書

後
の
対
応
も
芳
し
く
な
か
っ
た

を
辞
め
た
甲
野
乙
子
さ
ん

(仮

大
学
当
局
の
姿
勢
を
糺
そ
う
と

名
)
も
、
こ
の
報
道
を
知
っ
て

ず
る
動
き
か
、
徐
々
に
拡
大
し

大
変
な
衝
撃
を
受
け
た
。
被
害

て
い
る
。

が
さ
り
に
拡
大
す
る
こ
と
を
懸

た
か
そ
の
一
方
で
、
数
年
前

念
し
た
甲
野
さ
ん
は
、
同
セ

1

の
「
被
害
」
を
今
に
な
っ
て
告

タ
ー
の
女
性
助
手
に
1
話
を
か

白
す
る
に
至
っ
た
甲
野
さ
ん
の

け
て
、
自
り
が
過
去
に
受
け
た

立
場
へ
の
理
解
は
、
い
っ
た
い

「
被
害
」
を
告
白
し
た
。
そ
の

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
で
あ
ろ
う

時
膳
り
れ
た
内
容
は
、
学
生
時

か
。
矢
野
氏
が
辞
職
し
て
問
も

代
に
矢
野
氏
に
強
姦
さ
れ
、
そ

な
い
時
期
に
、
「
ど
う
せ
男
女

の
後
も
長
い
間
同
氏
か
り
性
的

の
痴
話
ゲ
ノ
カ
が
も
つ
れ
た
よ

関
係
を
強
婁
さ
れ
た
と
い
う
、

う
な
も
ん
な
ん
で
し
ょ
う
」
と

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た

一
笑
に
付
し
た
大
学
関
係
者
が

い
た
と
い
う

(『
週
刊
現
代
』

九
四
年
六
月
以
降
、
学
内
で

九
四
年

一
月
二
十
九
日
号
)
。

 は
ー
ン
ポ
、ー
ウ
ム
や
学
習
会
、

1

こ
れ
だ
け
深
刻
な
被
富
の

訴
え
を
前
に
し
て
、
こ
の
よ
う

な
感
想
を
抱
い
て
し
ま
う
人
か

い
る
と
い
う
現
実
。
こ
の
ギ
ャ

ノ
ブ
を
乗
り
越
え
る
道
は
、
果

た
し
て
ど
こ
に
あ
る
の
か
ー

解
決
の
糸
ロ
を
探
る
た
め
、

本
紙
は
、
甲
野
さ
ん
の
カ
ウ

ー

セ
リ
ノ
グ
を
担
当
し
た
井
上
摩

耶
子
さ
ん
に
寄
稿
を
お
願
い
し

た
。
井
上
さ
ん
は
現
在
、
ウ
ィ

メ
ン
ズ
セ

ー
夕
-
大
阪

(大
阪

市
城
東
区
蒲
生
)
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
部
に
所
属
。
「
ス
カ
ー
ト

を
は
け
な
か
っ
た
り
、
新
幹
線

で
隣
に
男
性
が
座
る
だ
け
で
恐

怖
を
感
じ
て
い
た
」
(『朝
日
新

聞
』
東
京
版
、
九
四
年
二
月
九

日
)
な
ど
と
、
甲
野
さ
ん
の
苦

し
み
を
今
も
代
弁
し
続
け
て
い

る
。

(編
集
部
)

私
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
っ

て
、
も
と
よ
り
人
を
裁
く
立
場
に

は
な
い
の
で
、矢
野
元
教
授
璽
セ

ク
ハ
ラ

強
姦
事
件
」
の
真
相
は

裁
判
で
明
ら
か
に
さ
れ
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
甲
野

乙
子
さ
ん
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
も

あ
る
私
に
は
、
職
業
上
、
被
害
者

の
ア
ド
ヴ
ォ
ケ
イ
タ
ー
(代
弁
者

あ
る
い
は
擁
護
者
)
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
義
務
が
あ
る
。

強
姦
を
は
じ
め
と
す
る
性
暴
力

の
被
害
者
に
対
す
る
ア
ド
ヴ
ォ
カ

シ
イ
活
動
は
、
一
九
七
〇
年
代
か

ら
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェミ
ニ
ス
ト
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
って
精
力
的
に

行
わ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
彼

女
た
ち
が
強
姦
被
轡
者
の
心
理
状

態
や
強
姦
後
遺
症
を
法
廷
で
証
君

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
の
視

点
に
立
つ
法
廷
心
理
学
を
確
立

し
、
女
性
差
別
的
な
強
姦
法
や
裁

判
手
続
き
の
変
更
を
促
し
た
功
績

笑

き
い
。

井
村
総
長
が
「京
大
広
報
」
で

述
べ
た
よ
う
に
、
矢
野
元
教
授
の

「セ
ク
ハ
ラ
」
疑
惑
は
「プ
ラ
イ

ヴ
ァ
シ
ー
に
深
く
か
か
わ
る
問

題
」
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
矢
野

元
教
授
や
被
害
者
個
々
人
だ
け
に

<
矢
野
元
教
授
⑧

か
か
わ
る
私
的
問
題
と
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。

強
姦
の
話
題
に
な
る
と
、
往
々

に
し
て
、
男
性
は
「自
分
は
強
姦

魔
で
は
な
い
か
ら
関
係
な
い
」、

女
性
は
「自
分
は
被
書
者
に
は
な

ら
な
い
か
ら
関
係
な
い
」
と
簡
単

に
ケ
リ
を
つ
け
た
が
る
。
唯
も
が

強
姦
を
他
人
事
だ
と
み
な
し
、
も

う
一歩
つ
き
つ
め
て
真
剣
に
考
え

よ
う
と
は
し
な
い
。
実
は
、
こ
の

よ
う
な
私
た
ち
の
認
識
や
態
度
こ

そ
が
、
被
密
者
に
沈
黙
を
強
い
る

の
で
あ
る
。
甲
野
乙
子
さ
ん
も
矢

野
元
教
授
の
告
発
に
長
い
年
月
を

要
し
た
。

*

「
強
姦
神
話
」
と

「リ
ア
ル

レ
イ
プ
」

現
在
の
私
た
ち
の
社
会
で
は
、

男
性
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

「強
姦

自
ら
を
「
強
姦
さ
れ
た
」
と
思
う
こ
と
の
難
し
さ

神
話
」
が
広
く
流
布
し
て
い
る
。

「
強
姦
神
話
」
と
は
、
「女
は

男
に
よ
っ
て
力
つ
く
で
犯
さ
れ
な

が
ら
性
的
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
得
た

い
と
密
か
に
望
ん
で
い
る
の
だ
か

ら
、
女
の
ノ
ー
は
イ
エ
ス
の
サ
イ

ン
で
あ
る
」
と
か
、
「
男
の
性
欲

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
の

だ
か
ら
、
そ
れ
を
挑
発
し
、
誘
っ

た
女
が
悪
い
」
、
さ
ら
に
は

「
強

姦
は
そ
れ
を
望
む
女
だ
け
に
起
こ

る
事
件
だ
」
「
強
姦
は
あ
る
種
の

ー

ふ
し
だ
ら
な
、
ス
キ
の
あ
る
、

男
性
遍
歴
の
多
い
ー

女
に
起
こ

る
こ
と
だ
」
「跨
り
の
あ
る
女
性

な
ら
死
ぬ
ま
で
抵
抗
す
る
は
ず

だ
」
な
ど
と
い
っ
た
考
え
方
の
こ

と
で
黙る
。

こ
の
よ
う
な
「強
姦
神
話
」は
、

多
く
の
誤
り
を
含
ん
で
い
る
が
、

何
よ
り
も
ま
ず
強
姦
の
性
的
側
面

ば
か
り
を
強
調
し
、
強
姦
を
男
女

間
の
件
酌
な
事
柄
と
し
て
か
た
づ

け
よ
う
と
す
る
点
に
問
題
が
あ

る
。
被
曹
者
の
九
九

九
%
が
女

性
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
、

強
姦
は
「女
性
に
対
す
る
暴
力
」

犯
罪
と
し
て
明
確
に
定
義
さ
れ
る

べ
き
だ
。

ま
た
、
「
強
姦
神
話
」
は
、
「道

を
歩
い
て
い
た
ら
薮
か
ら
棒
に
車

に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
て
」
と
か
、

「
ド
ア
を
開
け
た
と
た
ん
に
刃
物

で
脅
さ
れ
て
」
強
姦
さ
れ
た
な
ど

と
い
う
、
ま
っ
た
く
の

「
見
知
ら

ぬ
男
に
よ
る
強
姦
」
だ
け
を
強
調

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

▼ 矢野問題 の解 決を求めて、東南 ア研 前に

出 された立 て看板 。当局に撤去 された。

の
統
計
に
よ
れ
ば
強
姦
の
八
〇
%

は
、
デ
ー
ト

レ
イ
プ
と
も
呼
は

れ
る

「
顔
見
知
り
の
男
に
よ
る
強

姦
」
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
強
姦
と
は

「相
手

の
意
に
反
し
、
相
手
の
合
意
な
し

に
性
行
為
を
強
要
す
る
」
犯
罪
で

あ
り
、
顔
見
知
り
の
男
性

(恋
人

や
夫
も
含
む
)が
、相
手
の
「
ノ
ー
」

と
い
う
サ
イ
ン
を
無
視
し
た
り
、

「セ
ク
ハ
ラ
」を
決
し
て
私
的
問
題
に
矯
小
化
し
な
い
こ
と

聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
し
た
り
、
力

ず
く
で
セ
ノ
ク
ス
し
た
場
合
も
、

そ
れ
は
立
派
な

(9
)
強
姦
な
の

だ
。
ス
ー
ザ
ン

エ
ス
ト
リ
ノ
チ

は
、
こ
の
「
顔
見
知
り
の
強
姦
」

こ
そ
が

「
本
当
の
レ
イ
プ
」

(「雷
一
「琶
①
〉だ
と
述
べ
て
い
る

(
S

エ
ス
ト
リ
ノ
チ

『
リ
ア
ル

レ
イ
プ
』
中
岡
典
子
訳
、
J
-

C
C
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
)。

*
「被
害
者
化
」
と
カ
ゥ
ーセ
リ

ン
グ謝
った
「強
姦
神
話
」
は
、
不

幸
な
こ
と
に
被
轡
者
自
身
に
も
内

面
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
被
畜
者

は
加
害
者
を
告
発
す
る
ど
こ
ろ

か
、
周
り
の
人
に
自
分
の
被
害
を

打
ち
明
け
る
こ
と
さ
え
あ
き
ら

め
、
も
っ
ぱ
ら
自
分
を
恥
じ
、
自

分
の
落
度
を
さ
が
し
て
、
自
分
自

身
を
翼
め
苛
む
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
一般
に
、
こ
う
し
た
被

害
者
の
心
理
的
苦
悩
は
、
見
知
ら

ぬ
男
に
よ
る
強
姦
よ
り
顔
見
知
り

の
男
に
よ
る
強
姦
の
場
合
の
方
が

深
い
。な
ぜ
な
ら
、被
齊
者
の
「被

宮
者
化
」
が
陵
昧
に
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
被
轡
者
化
と
は
、
文
字

通
り
「自
分
自
身
を
被
習
者
と
見

な
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
顔

見
知
り
の
男
に
思
い
も
か
け
ず
強

姦
さ
れ
た
場
合
、
多
く
の
女
性
は

そ
れ
を

「
強
姦
」
と
し
て
認
識
す

る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
、

い
か
に
屈
辱
的
で
あ
っ
て
も
、
自

分
を
強
姦
の
被
害
者
だ
と
認
識
す

る
こ
と
か
ら
し
か
、
自
己
肯
定
的

な

「生
還
者
」
(誓
「≦
<
o「
)
へ

の
道
は
開
か
れ
な
い
。

ま
ず
、
被
害
者
は
自
分
の
被
箸

を
打
ち
明
け
、
そ
れ
に
対
し
て
「悪

い
の
は
あ
な
た
で
は
な
く
、
加
害

者
な
の
だ
」
と
は
っ
き
り
保
証
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
第

一
歩
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
被
害
者
と
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
、
強
姦
の
心
的
外
傷
体
験

を
癒
す
協
同
作
業
に
取
り
か
か
る

こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
日
本
で
は
、
性
暴
力

(強
姦
、
近
親
姦
、
夫
婦
間
暴
力

な
ど
)
に
つ
い
て
の
社
会
的
認
識

が
低
く
、
医
療
的

心
理
的

法

的
ケ
ア
を
完
備
し
た
救
援
セ
ン

タ
ー
は
皆
無
で
あ
る
。被
害
者
は
、

や
っ
と
の
思
い
で
打
ち
明
け
た
周

囲
の
人
た
ち
の
無
理
解
に
よ
っ

て

再
び
傷
つ
け
ら
れ
、
再
び
沈

黙
を
強
い
ら
れ
る
。
甲
野
乙
子
さ

ん
も
そ
の

一
人
だ
っ
た
。

(次
号
に
続
く
)

囲訟
「

(
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■羅簸綾
そ
う
、
あ
れ
は
私
が
ま
だ
京
大
に
入
学
し
た
て

の
、
数
年
前
の
四
月
の
こ
と
だ
。
「大
学
生
に
な

っ
た
ら
運
転
免
許
く
ら
い
持
って
な
い
と
一人
前

と
ち
ゃ
う
な
。
免
許
が
あ
っ
た
ら
親
の
重
を
借
り

て
ド
ラ
イ
ブ
に
も
行
け
る
こ
と
や
し
」
と
い
う
極

め
て
一般
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
私
は
、
当
然

な
が
ら
入
学
式
が
行
わ
れ
る
の
と
ほ
と
ん
ど
同
時

に
教
習
所
に
通
い
始
め
た
。

確
か
に
、
免
許
を
持
っ
て
お
い
て
損
は
な
い
。

ち
ょ
っ
と
遠
出
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
も
、
車

さ
え
あ
れ
ば
何
と
で
も
な
る
し
、
た
と
え
車
が
な

く
て
も
世
の
中
に
は
リ
ー
ス
業
社
と
い
う
便
利
な

う

ま

く

い

っ
た

と

思

い
き

や

…

か
、
想
隙
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、誰
に
で
も
免
許
が
取
れ
る
と
は
い
え
、

技
能
が
伴
わ
な
い
人
に
ま
で
与
λ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
も
貢
実
だ
。
そ
の
た
め
、
無
念
の
涙
を

の
ん
だ
人
も
多
数
い
る
。
参
者
ま
で
に
私
の
例
を

挙
げ
て
み
よ
う
。

私
は
入
学
当
初
自
宅
か
ら
通
っ
て
い
た
た
め
、

目
宅
近
く
の
教
習
所
に
通
った
。
先
輩
な
ど
か
ら

ロ
コ
ミ
で
色
々
と
噂
は
流
れ
て
き
た
の
だ
が
、
実

こ
こ
ま
で
は
順
調
に
い
っ
た
。
免
許
を
取
っ
た

ら
一緒
に
琵
琶
湖
や
神
戸
の
方
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行

こ
う
と
い
う
話
も
で
き
て
い
た
。
雄
大
な
目
然
が

漕
喫
で
き
る
琵
琶
湖
・奥
比
叡
の
扁
磁
。
百
万
ド

ル
の
夜
景
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
、
六
甲
山
か
ら

見
る
神
戸
の
夜
景
。
ど
ち
ら
が
運
転
席
な
の
か
は

知
ら
な
い
け
れ
ど
、
隣
の
シ
ー
ト
に
は
彼
女
が
座

っ
て
い
る
。
自
慢
の
カ
ー
ス
テ
レ
オ
か
ら
は
彼
女

の
好
き
な
サ
テ
ィ
の
曲
が
流
れ
、
暖
か
い
コ
ー

ム
ー
ド
満
点
の
星
空
の
下
で

隣
の
シ
ー
ト
に
は
彼
女
が

も
の
だ
っ
て
存
在
す
る
。
そ
れ
に
最
近
の
京
大
生

は
金
持
ち
で
、
車
の
一台
く
ら
い
持
っ
て
い
て
も

不
思
議
は
な
い
と
い
う
話
も
あ
る
。
京
大
生
の
中

に
は
ベ
ン
ツ
を
乗
り
回
し
て
い
る
、
お
金
持
ち
の

か
っ
こ
い
い
貴
公
子
み
た
い
な
の
も
い
る
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
そ
う
い
う
の
は
あ
く
ま
で
例
外
で
あ

り
、
実
際
に
車
を
持
って
い
る
人
と
な
る
と
少
な

い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
三
回
生
・四
回
生
に
な
っ

て
、
レ
ポ
ー
ト
に
就
職
活
動
に
忙
し
く
な
っ
て
か

ら
、
な
い
暇
を
見
つ
け
て
教
習
所
に
通
う
よ
り
、

一
・
二
回
生
の
暇
な
時
期
に
免
許
を
取
っ
て
お
く

方
が
楽
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
が
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
ど
れ
だ
け
耀
都
ぐ
な
る

1

「免
許
を
取
っ
て
三
ヶ
月
は
乗
り
続
け
ろ
」

と
か
、
「最
初
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
を
買
っ
て
」
と

か
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
ら
な
い
た
め
の

様
々
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
耳
に
す
る
。け
れ
ど
も
、

簡
単
に
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
道
へ
直
進
す
る

人
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
事
実
、
道
を
歩
け
ぱ
わ

か
る
よ
う
に
、
危
う
い
運
転
の
お
ば
さ
ん
や
乱
暴

な
運
転
の
お
兄
さ
ん
の
車
が
、
堂
々
は
ば
を
効
か

せ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
と
ぐ
に
、
オ
ー
ト
マ
車

に
乗
れ
ば
誰
で
も
簡
単
に
運
転
で
き
て
し
ま
う
昨

今
、
真
の

「
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
」
へ
の
道
は

厳
し
い
。

際
に
比
較
検
討
し
た
人
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
あ
ま
り
信
用
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
く
ら
い
な

ら
ば
、
自
分
に
都
合
の
い
い
教
習
所
に
し
た
方
が

良
か
っ
た
か
ら
だ
。

そ
の
教
習
所
で
、

一人
の
女
の
子
と
知
り
合
っ

た
。
教
至
で
教
官
の
話
を
聞
く
と
い
う
形
式
の
、

学
科
の
授
業
で
、
よ
く
同
じ
教
室
に
い
た
た
め
に

知
り
合
っ
た
の
だ
が
、
学
校
が
同
じ
京
都
に
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
よ
く
話
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ

た
。
段
々
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
、
待
ち
合

わ
せ
て

一
緒
に
教
習
所
に
行
く
よ
う
に
も
な

っ

・た
。
そ
し
て
、
十
日
後
に
は
学
校
の
帰
り
に

一
緒

に
映
画
館
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。

遠
を

に

。
じ
⊃

に
配
ず

う
感
部

中
心
せ

う
も
集

暇
の
に

だ
で
編

休
所
気

み
し

期
る
く
強

少
責

畏
ま
全

の
を

文

、
泊
を
時

界
く

と
も
間

た
世

る
て
時

け
い

な

っ

、
か
し

に
な
で
出
新

生
く
ろ

で
る

学
遅
こ
ク
が

大
夜
と
イ
広

゜
ぱ
の

バ
て

だ
れ
色
や

つ

利
あ
景
車
よ

便
え
た

、
に

際
さ

つ
は
と

実
車
入
の
こ

゜

、
、
に
る
る
だ

と
が
気
れ
取

い

る
い

゜
ら
を
幸

あ
多
い
い
許
ぱ

が
も
な
て
免

れ

許
と
も

つ
で

け

免
こ
要
ま
集

だ

転
る
必
ど
特

た

運
す
る
ち

の
い

出
す
立

こ
て

祇
編
集
員
N
に
よ
る
と
、
「
ど
ま
ん
な
か
」
で
有

名
に
な
っ
た
某
県
な
ど
打
っ
て
つ
け
だ
そ
う
だ
。

ま
だ
、
二
十
世
紀
梨
が
名
産
の
某
県
で
は
、
交
差

点
で
五
・
六
台
停
車
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
「今

日
は
混
ん
ど
る
の
ー
」
と
教
官
が
つ
ぶ
や
く
ら
し

い
。
o
心
得

　小
心
者
た
れ

技
術
が
な
い
、
へ
た
く
そ
だ
、
な
ん
の
か
ん
の

言
っ
て
も
、
い
ざ
発
車
し
て
し
ま
え
ぱ
普
通
は
運

転
な
ん
て
で
き
て
し
ま
う
も
の
。
従
っ
て
、
発
車

を
た
め
ら
い
、運
転
を
嫌
う
小
心
者
た
る
こ
と
は
、

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
重
要
条
件
で
あ
る
。
少

運
転
免
許
の

そ
こ
で
、
逆
説
的
だ
が
、
ど
う
し
た
ら
「ペ
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
」
に
な
れ
る
か
、
探
っ
て
み
よ

う
。
O
心
得
　ど
田
舎
で
免
許
を
取
得
す
べ
し

潜
蕗
交
通
の
混
雑
し
た
都
市
部
で
教
習
を
受
け

た
場
合
、
そ
れ
だ
け
で
運
転
の
実
力
が
付
い
て
し

ま
う
。
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
パ
ー
に
運
転
技
術
は
い

ら
な
い
の
で
.
自
動
唐
学
校
は
都
市
部
を
避
け
、

ど
田
會
の
も
の
を
λ
ら
ぶ
。
な
に
せ
ど
田
舎
に
は

車
が
走
っ
て
い
な
い
q
信
号
も
な
い
。
そ
れ
で
は
、

繁
雑
な
京
都
市
内
の
道
冴蓮
転
で
き
な
い
?
よ
い

で
は
な
い
か
、
ぺ
ー
パ
上
ド
ラ
イ
バ
」
な
ん
だ
か

ら
。本
物
の
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
を
自
認
す
る
本

最
も
リ

ッ
チ
な
使

い

な
く
と
も
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば
事
故
に
遭
う
こ
と

は
な
い
の
だ
。

前
出
の
N
に
無
理
矢
理
京
大
新
聞
の
社
用
車

(ボ
ン
ゴ
)
を
運
転
さ
せ
た
時
の
こ
と
。
左
京
区

は
高
野
の
交
差
点
で
車
を
停
宙
さ
せ
た
。
と
こ
ろ

が
「運
悪
く
」
後
続
の
車
が
一台
来
て
し
ま
っ
た
。

(公
道
な
ら
、ご
く
普
通
の
光
景
で
は
あ
る
。¥
あ

っ、
く
る
ま
が
き
て
る
・
:

」。
N
の
脳
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
支
配
さ
れ
た
。
後
ろ
に
車
が
い
る

↓
ス
ム
ー
ズ
に
発
車
し
な
け
れ
ば
↓
し
か
し
発
車

は
ど
へ
た
く
そ
、
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
思
考
が
循
環

す
る
ば
か
り
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
た
N
の
身

体
は
が
ち
が
ち
に
な
り
、
た
だ
で
さ
え
下
手
く
そ

な
半
ク
ラ
操
作
が
で
き
ず
車
は
カ
ック
ン
カ
ッ
ク

い
る

ピ
ー
で
も
飲
み
な
が
ら
会
話
を
交
え
る
。
ム
ー
ド

満
点
の
星
空
の
下
で
・…
-
。
と
、
夢
は
ど
ん
ど
ん

膨
ら
ん
で
い
っ
た
。
そ
う
、
こ
の
時
ま
で
は
順
調

に
い
っ
て
い
た
。
こ
の
時
ま
で
は
…
…
。

計
画
が
狂
っ
た
の
は
私
が
い
わ
ゆ
る

「修
検
」

に
落
ち
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
こ
の

「修
検
」

に
通
る
と
、
筆
記
試
験
を
受
け
た
後
、
仮
免
許
を

与
λ
ら
れ
て
「
第
四
段
階
」
に
進
む
こ
と
が
で
き
、

路
上
教
習
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う
重

要
性
も
あ
っ
て
か
、
そ
れ
ま
で
の
段
階
よ
り
も
通

過
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
死
ぬ
ほ
ど
難

し
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

「修
検
」
に
彼
女
は

通
っ
て
、
私
は
落
ち
た
。
次
の
日
に
ま
た
検
定
を

受
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、「
修

検
」
に
落
ち
る
と
、
追
加
講
習
を
受
け
な
い
と
も

う

一
度
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の

検
定
も
週
に
数
回
し
か
行
っ
て
い
な
い
の
で
、

一

度

「
修
検
」
に
落
ち
る
と
一
週
間
く
ら
い
卒
業
が

遅
れ
る
の
だ
。

し
か
し
第
四
段
階
は
路
上
教
習
や
ら
な
ん
や
ら

と
、
講
習
の
数
が
多
い
の
で
、

一
週
間
く
ら
い
遅

れ
て
も
大
丈
夫
な
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
な
ん
と

い
う
こ
と
か
、
私
は
二
回
目
の
検
定
に
も
落
っ
こ

ち
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
て
私
が
路
上
教
習

に
も
進
め
ず
に
ち
ん
た
ら
と
し
て
い
る
間
に
も
、

彼
女
は
す
い
す
い
と
教
習
を
こ
な
し
て
い
っ
た
。

段
々
と
彼
女
と
交
わ
す
言
葉
が
重
く
な
っ
て
い

く
。
焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
、
事
態
は
空
転
し
て
い
っ

た
の
だ
。
よ
う
や
く
私
が
路
上
教
習
に
進
ん
だ
頃

に
は
、
も
う
彼
女
は
教
習
所
を
卒
業
し
て
い
た
。

そ
れ
以
後
彼
女
と
連
絡
を
取
る
こ
と
も
な
く
、
大

学
生
活
初
め
て
の
恋
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
そ
し

て
私
は
免
許
取
得
以
来
、
一
度
も
助
手
席
に
人
を

乗
せ
て
運
転
を
し
た
こ
と
が
な
い
…
…
。
(
み
ょ
)

※
修
検
…
修
了
検
定
の
こ
と

瀟

、

ン
、
動
か
な
い
。
表
情
は
こ
わ
ぱ
り
、
泣
き
そ
う

な
顔
で
絶
句
す
る
N
。
そ
ん
な
N
に
、
同
乗
者
の

罵
声
と
後
続
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
交
互
に
浴
び

せ
ら
れ
る
。
緒
局
、
三
回
ほ
ど
信
号
が
変
わ
っ
た

後
、
S
D
カ
ー
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
の
筆
者
が
運
転
を

交
代
し
て
事
態
は
収
拾
さ
れ
た
。

た
か
だ
か
後
ろ
に
車
が
来
た
だ
け
で
半
ク
ラ
す

ら
で
き
な
く
な
る
N
。
そ
の
小
心
さ
は
、
さ
す
が

真
の
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
、
編
巣
員

一
同
感

嘆
し
た
の
だ
っ
た
。

o
心
得

　
見
栄
を
張
れ

そ
ん
な
N
に
、
そ
も
そ
も
運
転
が
嫌
い
な
ら
免

方
禦
許
な
ん
て
取
ら
な
け
れ
ぱ
よ
か
った
の
に
、
と
は

言
う
な
か
れ
。
二
十
数
万
円
を
費
や
し
た
高
価
な

身
分
証
明
証
を
持
つ
な
ん
て
、
格
好
い
い
で
は
な

い
か
。
履
歴
嘗
に
も
書
け
る
し
。
l
l
l
自
動
車

に
対
す
る
関
心
な
ど
全
く
な
い
く
せ
に
「大
学
に

入
っ
た
ら
、
運
転
免
許
の
一つ
ぐ
ら
い
持
た
な
く

ち
ゃ
」と
い
う
見
栄
だ
け
は
張
れ
る
資
質
も
ま
た
、

ぺ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
必
須
条
件
な
の
だ
。

▽
さ
い
ご
に

こ
こ
ま
で
読
ん
で
、
や
っ
ぱ
り
ぺ
ー
パ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
に
は
な
り
た
く
な
い
(も
っ
た
い
な
い
し
)

と
思
っ
た
皆
さ
ん
、
大
丈
夫
。
教
習
所
に
は
べ
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
用
の
講
習
も
あ
り
ま
す
。

へ

親切、丁寧、確実 な指導が

一 〇neofthemosttraditionalinCityノ ー

◎短期速成科、定時制、随時制の各コース

◎好評を博している同時教習(普通車と二輪車)

割安で、学科教習時間が15時 限短縮 さ

れます。

◎テレコムシステムを採用

人気のマ ト

京都大学よりバス送迎15分

教習予約 も電話一本でOKで す。

◎夜間割増料金不用

◎お申し込みは生協プレイガイド

k
KOETSUDRIVER'S&RIDER'SSCHOOL

普 通 押'一

輪光悦自動車教習所
げんたく

〒603京 都市北区大宮玄琢南町E5番 地TEL.075-493-0101㈹

思いやりのある運転者をめざして

定評ある親切な指導 ・低料金

勲 岩會自動車教習所
京 ・左京区岩倉幡枝町(深泥池北150m)

容711-0151㈹

薗0120-55-1890

運転免許ガイドサービスでも入所手続ができます。

●今出川店(今出川河原町東入)222-2525

●産 大 店(上 賀 茂 産 大 前)701-6488

至a
木
野

至A
三宅

花■橋

〔 の

至八瀬

京信

1笏 團 〕
ノ 、。ネ・

驚鷺晦1鼠
臼

植物園 日 北 山 通
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一・周600m
、練 習量 が倍増 する娯 下最大 のコース1
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■大学生協契約校

■JR大 津、石 山、瀬 田駅送迎バ ス有

大津市月輪一 丁目6-1■JR瀬 田駅徒歩10分/国 道1号 線月の輪バス停前君(0775)45-2222(代)

2&4ラ イセンス
一

★大学生場オーダーメイ ドコース

スケジュールに合わせて希望 どお りの時間帯で技能教習が受購 でき、

自分で予約 する必要がありません。
★2&4同 時教習

普通車仮免許取得後、2輪 教習をスター ト。

費用割安 、学科15時 限免除。

★自動2輪 コース

経験豊かな専任指導員が より安全なライダーの養成に努めております。
2輪 ………スピー ドコース(速 成科)も あ ります。(UP料 金免除)

入所日 毎週金曜日$鵠11:監

一

★楽々学科試験合格システム

最新型パ ソコン槙擬 テス トによ り、学科試験 も楽 々合格です。

(15台 設置)
★免許取得1年 後に、自宅 へ「SDカ ー ド」をお届 けします。

無料送迎バ ス

京阪沿線、近鉄沿線、宇治方面、山科方面、その他

尿都肘公女要興云王目疋 天字王↑巧i干目疋

山科自動車教習所 季1鰭器摺評

"う ず まさは
、思 いや りのある人が好き。

運転免許は

京都府公安委員会指定

太 秦 自 動 車 教 習 所
お申 し込みは京大各生協P.Gへ

京都市右京区常盤東ノ町26

京都映画村か らす ぐ

TEL.871-2051㈹

Oat6hTheLlO巨NSE
@え っ1

・鋤 喋 ・・

来週の週末には

(二輪科・一週間

に乗れる?1

教習 コー ス)

免 許が 欲 しい…… スケ ジュー ル にあ わ せ て

選べ る3コ ース(フ リー ・定 時 ・速 成)

◎Two&Four

毎週土曜日入所

生協プレイガイドで入所申込み受け付け中 亀

京大吉田西門前より送迎バス有り

睡 翻9・2ghO・2gll1・34112・34113・3gl14・4gl16・141

二輪も四輪もペアでトライ・/

(同時教習 コース)

青いバスがお出迎え(洛東教習所まで25分)

ピ
〆

・

し
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;;罐嬰驚 総灘 議1難 淵繍鶉杏
吉野太郎氏(人間・環境学研究科院生)寄稿

ご
存
じ
の
よ
う
に
矢
野
間
題
に
た
い
し
て
京
都
大
学
は
、
「
裁
判
が
係
争
中
で
あ
る
」
こ

と
喬
理
由
に
態
度
を
保
留
し
続
け
て
い
る
。
実
際
、
矢
野
元
教
授
が
文
部
省
を
訴
え
た
裁
判

な
ど
四
つ
の
裁
判
が
現
在
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
平
行
し
て
学
内
で
は
、
例
・ズ
ば
昨
年
六
月
に
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
広

く
性
暴
力
間
題
、
人
権
閥
題
に
対
す
る
大
学
当
局
の
対
応
を
求
め
て
い
く
勤
き
が
あ
る
。

罐
縷

謡

襲

綴
霧
癬
聾

麗
藤

瀧
慰
につい

て
の
質
問
に
対
し
て
解
答
を
拒
否
し
た
井
村
総
長
の
暴
挙
と
い
わ
れ
て
も
い
た
し
か
た
な
い

事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
す
る
意
味
を
含
め
て
そ
の
事
実
経
過
を
紹
介
す
る
。

「人
問

環
境
学
研
究
科
か
り
出

た
公
式
見
解
」

昨
年
七
月
七
日
人
間

環
境
学

研
究
科
に
お
い
て
院
生
連
絡
会
と

厚
生
委
員
長
と
の
間
で
折
衝
が
開

か
れ
た
。
そ
の
な
か
で
「研
究
科

内
の
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
」
と
い

う
項
目
の
中
で
院
生
連
絡
会
が
、

一、
矢
野
閻
題
に
対
し
て
の
研
究

科
の
対
応
、
二
、
研
究
科
と
し
て

の
セ
ク
ハ
ラ
へ
の
見
解
、
三
、
今

後
実
際
お
こ
っ
た
場
含
の
対
応
、

に
つ
い
て
文
書
解
笛
を
求
め
た
と

こ
ろ
「性
差
別
、
人
種
差
別
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
書
問
題
に
つ

い
て
の
研
究
科
長
な
ら
び
に
厚
生

委
員
有
志
の
統
一見
解
」
と
題
す

る
文
癬
が
出
さ
れ
た
。
(別
図
)

見
て
の
通
り
、
具
体
的
に
矢
野

問
題
に
は
触
れ
ず
か
つ
制
度
的
な

裏
付
け
に
は
触
れ
な
い
解
答
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
性
差
別
だ
け
で

な
く
様
々
な
人
権
侵
害
に
焦
点
を

あ
て
て
い
る
こ
と
、
文
書
と
し
て

で
た
数
少
な
い
学
校
側
の
見
解
で

あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
背
景

に
は
矢
野
元
教
授
が
人
間

環
境

学
研
究
科
に
も
同
時
に
在
籍
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
と
、
示
談
に
終

わ
っ
た
セ
ク
ハ
ラ
が
九
四
年
五
月

に
あ
る
部
局
で
あ
っ
て
そ
れ
が
部

局
長
会
議
で
議
題
に
上
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

議匙麓礫認嘉嘉齢塑賃難緩繕9町の
性差別、人種差別等のさまざまな人権侵轡問題については、これを容
認できない。不幸にしてそのような問題が生じその事実関係が確認され
た場合は、人道的 社会的な良識に即してしかるべく対処する。

1994722人間 環境学研究科

宮崎
厚生委員畏
興二 記

交
渉
の
場
で
質
問
が
出
る
可
能
性

が
高
い

(す
な
わ
ち
質
間
に
は
答

え
る
と
い
う
こ
と
)
が
確
認
さ
れ

て
い
た
。
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に

総
畏
蟻
議
題
に
上
って
い
な
い
」

と
し
て
回
笛
を
拒
否
、
「あ
な
た

た
ち
の
方
の
誤
解
だ
」
(瀬
知
山

学
生
部
長
)
と
し
て
出
来
る
こ
と

〆
に
な
って
い
た
質
問
す
ら
拒
否
さ

「総
長
交
渉
に
お
け
る
審
議
拒
否

れ
て
敢
え
て
質
問
を
続
け
た
院
生

・質
問
拒
否
と
い
う
井
村
総
長
の

に
対
し
て
も
同
様
の
態
度
が
と
ら

暴
挙
」

れ
発

「そ
し
て
」

以
上
の
経
過
を
見
る
に
、
制
度

問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
は
大

学
が
矢
野
間
題
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
と
る
か

と
っ
た
か

と
い
う
論
点
に
加
え
、
同
様
な
問

題
が
起
こ
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
大
学
側
が
と
る
つ
も
り

が
あ
る
の
か
と
い
う
論
煮
が
浮
か

び
上
が
る
。
総
長
自
身
が
京
大
広

報
で
触
れ
て
い
る
相
談
窓
口
、
が

予
備
折
衝
と
違
う
総
長
の
態
度

ま
た
、
昨
年
十
一
月
二
十
九
日

の
院
生
協
議
会

(全
学
)
と
総
長

と
の
交
渉
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

な
項
目
が
議
題
と
し
て
出
さ
れ
て

い
た
。

学
内
に
お
け
る
人
権
問
題
、
と
く

に
性
差
別

性
暴
力
を
め
ぐ
る
間

題
に
つ
い
て

一、
矢
野
問
題
に
つ
い
て

二
、
総
艮
の
「大
学
に
お
け
る
性

差
別
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
(「京

大
広
報
」
四
七
一号
)
に
つ
い
て

三
、
性
差
別

性
暴
力
を
含
む
人

権
侵
害
に
対
応
す
る
窓
口
の
設

置
、お
よ
び
情
報
公
開
に
つ
い
て
。

事
前
の
予
備
折
衝
で
は
、
一は

裁
判
で
係
争
中
の
た
め
答
え
ら
れ

な
い
、
二
は
ア
メ
リ
カ
の
場
合
と

事
情
が
違
う
た
め
設
置
す
る
に
し

て
も
部
局
毎
に
設
置
す
る
、
と
い

っ
た
解
答
が
え
ら
れ
る
と
同
時

に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
総
長

_4麹戦 簸 駐 _

灘 籔 麓蒙覧

 

九
五
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
停

年
退
官
を
迎
え
る
教
官
が
発
表
さ

れ
た
。
中
国
近
世
史
の
小
野
和
子

氏
(人
文
研
)、
前
工
学
部
長
の

中
川
博
次
氏
ら
五
二
名
が
退
官
す

る
。
(敬
称
略
)

【〉教授

【総合 人間学 部】磯江景 孜(西 欧近代 哲学) 、 田中禮(黒 人文学)、 旦代 晃一(微 分幾 何学)、 川
崎辰夫(統 計 力学 計算理 学)

【文学 部】小野 山節(考 古学)、 朝尾 直弘(日 本近世史)、 清水善三(日 本仏教美術史)

【教育 学部 】田中昌人(教 育指導理論)、 稲葉宏雄(教 育課程)、 柴野 昌山(教 育社会 学)、 姐中

達(臨 床教育学)

【大学 院法学 研究科】清 永敬次(租 税 法)、中村哲(経 済史 思想史)、山田浩之(経 営政策)

【理学 部】玉垣 良三(原 子 核論)、 中川一郎(固 体地球物 理学)

【工学 部】柴 田徹(土 質力学)、 嶋 本譲(熱 流体 工学) 、着 松貴英(精 製工学)、 一 瀬英爾(エ ネ
ルギー 材料工学)、 櫻井 健郎(航 空宇 宙解析工学)、 森 岡茂樹(航 空宇宙基 礎工学)、 梅村 勲(量

子物質 工学)・ 人見勝人(シ ステム工 学) 、松本吉弘(情 報システム工学)、 三浦精(材 料強 度物
性学)・ 中 川博次(水 域環境 工学)、 渡辺良 久(触 媒科学)、 中西浩一 郎(高 分子物 性学 〉、 山川

裕巳(高 分子物性 学)

【農学 部】増 井幸夫(農 政学)、 佐道 健(木 材工 学)、 佐伯浩(木 材構 直学)、 村上 浩二(林 産 化

学)、 岡村圭造(木 材化工学)

【大学 院人間環境 学研究科 】村井潤 一(人 間形成論)

【化学研 究所】杉 田信之(有 機 材料化学)

【人文科 学研究所 】小野和子(中 国近世史)

【原子エ ネルギー研 究所】高 橋幹二(原 子力 安全聞題)

【木質科 学研究所1佐 々木光(木 質材料機能)

【経済研 究所】福地 崇生(経 濟 計画)

【大型計 算器セ ンター】星野職(マ ルチメデ ィア情報活用)

【生態学研 究セ ンター】手塚泰 彦(水 域生態)

じ〉助教授

【総 合人間 学部】島 田三郎(数 理基 礎論)

【理 学部 】中井善覚(天 体観測学)

【薬学部 】上 田伸一(薬 用檀物化学)

【工学部 】西田耕之助(環 境アセ スメン ト)

【農学部附属 演習林 】古野東州(森 林保護学)

【原子炉実験 所】菊池 忠壽(核 生物学)

[〉助手

【総合人聞学 部】川合 葉子(物 理学)

【理 学部】荒 賀忠一(熱 帯魚類分類学)

[〉講師

【医学部附属 病院】潭 西謙次(人 工腎臓 部)

　

「今
後
の
井
村
総
長
の
対
応
は
如

何
・
」
こ
の
事
に
対
し
て
早
速
院
生
協

議
会
は
十
二
月
二
⊥エ
ハ日
に
文
書

で
抗
議
お
よ
び
文
●
回
答
を
も
と

め
る
申
し
入
れ
を
学
生
部
を
通
じ

て
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る

返
答
は
、
口
頭
で
は
あ
る
も
の
の

予
備
折
衝
で
質
問
が
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ
、
次

回
の
総
長
交
渉
で
扱
っ
て
は
ど
う

か
と
い
う
回
答
が
さ
れ
て
い
る
。

九
四
年
度
後
期
の
院
生
協
議
会

の
総
長
交
渉
に
議
題
は
す
で
に
提

出
さ
れ
て
お
り
、
学
生
部
の
都
合

も
あ
っ
て
四
月
以
降
に
な
り
そ
う

で
は
あ
る
も
の
の
交
渉
は
開
か
れ

る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
前

回
拒
否
さ
れ
た
こ
の
議
題
が
も
う

い
ち
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

総
長
の
そ
の
場
で
の
対
応
が
注

目
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
と
い

う
点
や
当
事
者
の
人
権
に
抵
触
し

な
い
範
囲
で
の
情
報
公
開
に
つ
い

て
な
ど
で
あ
る
。

上
記
の
総
長
の
質
問
拒
否
は
、

そ
も
そ
も
議
論
の
入
り
口
に
す
ら

入
る
気
を
見
せ
な
い
も
の
と
い
え

る
。
そ
の
背
景
に
は
あ
の
暖
昧
な

京
大
広
報

(四
七
一弓
)
で
の
文

章
以
外
に
京
都
大
学
が
公
式
に
打

ち
出
し
た
見
解
や
情
報
公
開
が
な

い
と
い
う
現
奥
が
あ
る
。
今
度
も

や
は
り
、
と
い
った
展
開
に
な
ら

な
け
れ
ぱ
よ
い
の
だ
が
。

上
記
の
事
例
以
外
に
最
近
あ
る

動
き
l
I
た
と
え
ば
同
和
委
員
会

が
同
和

人
権
委
員
会
に
な
る
方

向
を
目
指
す
と
い
う
旨
の
答
申
が

総
長
宛
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
I

l
な
ど
様
々
な
動
き
が
あ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
事
情
が
許
せ
ぱ
今

後
別
の
文
章
で
触
れ
た
い
。

次
回
交
渉
時
の
総
長
に
注
目

㎜ ㎜㎜ ㎜㎜ ㎜　 ㎜㎜　 ㎜燃 　剛 ㎜糟傭 ㎜

日頃 の生活 の中 で 自分 自身の 中 に
蓄 積 して い た もの が あ ったか ら
歴 史 の中 のい ろい ろな女性 た ちに
共感 す る こ とが で きた

す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
有
り
難
い
こ
と
だ
っ
た
と
思

って
い
ま
す
。

女
の
人
も
、
仕
事
に
つ
け
ぱ
、
引
く
に
引
け
な
い

と
こ
ろ
で
勉
強
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
開
け
て
く

る
も
の
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
職

が
な
い
た
め
に
家
庭
の
中
に
だ
ん
だ
ん
と
引
き
こ
も

っ
て
し
ま
い
、
挫
折
し
て
い
っ
た
女
の
友
人
が
沢
山

い
る
ん
で
す
ね
。
職
が
な
い
も
の
だ
か
ら
、
非
常
勤

を
沢
山
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
と
も
と

ハ
ン
デ
ィ
を
も
っ
て
い
る
女
性
が
、
ま
す
ま
す
ハ
ン

デ
ィ
を
背
負
って
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぐ
な
る

訳
で
す
。

だ
か
ら
、
女
の
人
に
こ
そ
、
定
職
を
保
障
し
て
ほ

し
い
、
そ
う
す
れ
ば
ず
っと
ず
っ
と
の
び
る
人
も
出

乏

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
私
は
思
う
ん
で
す
ね
Q

職
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
研
究
を
椀
け
る

上
で
大
切
な
条
件
で
す
し
、
特
に
実
験
系
で
は
決
定

的
と
も
君
え
る
条
件
で
す
か
ら
。

二
十
代
の
後
半
か
ら
三
†
代
の
前
半
と
い
う
と
こ

ろ
は
、
女
性
に
と
っ
て
一番
し
ん
ど
い
時
期
で
あ
る

上
に
、
研
究
を
続
け
て
い
く
上
で
も
一番
大
切
な
時

期
で
す
。
こ
れ
が
重
な
る
の
が
大
変
問
題
で
、
出
発

点
で
出
遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
や
は
り
辛
い

こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
こ
を
通
り
越
し
て
し
ま
え
ぱ
、

長
い
人
生
を
全
体
と
し
て
見
て
み
れ
ば
、女
だ
か
ら
、

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

だ
け
ど
、
最
近
の
人
は
か
え
っ
て
保
守
的
に
な
っ

て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
い
う
こ

と
が
ほ
ど
ん
ど
な
く
て
、
就
職
の
時
に
は
じ
め
て
ぶ

つ
か
る
訳
で
葎

そ
こ
で
、
手
を
汚
す
ま
い
と
し

て
安
易
な
道
を
選
ん
で
し
悉
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

難
し
い
と
は
思
う
け
ど
、
仕
事
を

持
っ
て
、
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
生
き
て
い

っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

1
1
L本
日
は
ど
う
も
有
り
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

一 頓
次の目標は、ヤング・エグゼクティブ4'
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外
に
面
白
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

ど
う
し
て
面
白
か
った
か
と
い
う
と
、や
っ
ぱ
り
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
私
の
個
人
史
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
男
の
人
と
一緒
に
肩
を
並
べ
て
頑

張
ろ
う
、
と
思
っ
て
出
発
し
た
訳
で
す
け
れ
ど
も
、

実
際
に
は
い
ろ
ん
な
壁
に
ぶ
つ
か
って
い
た
の
で
す

ね
。
結
婚
し
て
、
子
供
を
二
人
抱
え
て
、
そ
ん
な
中

で
勉
強
を
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
し
、

当
時
の
雰
囲
気
の
中
で
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
ん
な
壁
に

ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
も
の
が
、
自
分
の
中

に
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ

ま
で
は
女
性
史
な
ん
か
や
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
歴
史
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
女
性
た
ち
に
出
会
っ

て
み
る
と
何
か
共
感
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
史
料
を

読
む
の
が
、
非
常
に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
ん
な

こ
と
で
、
あ
る
時
期
、
女
性
史
に
も
か
な
り
力
を
割

き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
リ
ブ
の
運
動
が
七
〇
年
代
に
起
こ
り
ま

し
た
よ
ね
。
当
時
、
い
ろ
ん
な
国
の
女
性
史
が
紹
介

さ
れ
る
の
に
、
中
国
に
つ
い
て
は
女
性
史
と
い
う
も

の
が
な
い
。
特
に
中
国
杢
国
で
は
、
そ
も
そ
も
女
性

史
と
い
う
観
点
が
な
い
訳
で
す
ね
。
ど
う
い
う
こ
と

か
と
言
い
ま
す
と
、
女
幡
更
で
は
な
く
て
革
命
史
に

な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
女
性
の
問
題
も
階
級
の

問
題
と
し
て
、
革
命
の
中
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
中
国
で
は
女
性
史
と
い
う

の
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
った
。
今
は
少
し

変
わ
り
ま
し
た
け
ど
、
当
時
は
そ
う
で
し
た
。

ー

い
ろ
ん
な
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と

 で
す
け
れ
ど
も
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
か
。

ま
ず
ね
、
就
職
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
当
時
は
中
国
と
い
う
と
、
非
常
に
市
場
が
狭
か

っ
た
ん
で
す
ね
。男
の
人
で
も
就
職
が
難
し
か
っ
た
。

人
文
研
の
助
手
は
、
期
限
が
あ
っ
て
外
に
出
て
就
職

す
る
の
が
通
例
で
し
て
、
私
も
外
に
出
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
の
に
な
か
な
か
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
や
っ
ぱ
り
、
非
常
に
プ
レ
ン
シ
ャ
ー
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
た
、

と
い
う
こ
と
。
二
十
代
の
後
半
か
ら
三
十
代
の
前
半

と
い
う
の
は
、
出
産
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
女
の

灘か
や
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漁

幸いなことに恵まれた研究生活だった

人
に
と
っ
て
は
も
の
す
こ
く
ハ
ン
デ
ィ
が
多
い
と
思

う
ん
で
す
ね
。
特
に
私
は
、
夫
が
そ
の
頃
、
非
常
に

忙
し
か
った
の
で
す
ね
。
育
児
の
重
荷
を
し
っ
か
り

背
負
っ
た
、
と
い
う
感
じ
で
、
男
の
人
に
比
べ
て
断

然
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
な
あ
、
と
い
う
こ
と
を
、
身
に

し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
今
み
た
い
に
い
ろ
ん
な
も
の

が
機
械
化
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
社
会
化
さ
れ
た
り

し
て
い
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
で
す
か
ら
、
家
事
労

働
と
い
う
の
が
、
結
構
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

で
き
る
だ
け
夫
と
の
間
で
話
し
合
い
、
お
し
つ
け
も

し
ま
し
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
基
本
的
に
は
、
最
後

は
私
が
責
任
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
に
な
る
訳

で
す
ね
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
自
分
と
し
て
は

そ
れ
な
り
に
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
。

l
I
先
生
ご
自
身
は
恵
ま
れ
た
研
究
生
活
だ
っ
た
、

と
以
前
仰
り
れ
て
ま
し
た
が
。

そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
男
社
会
の
中
を
生

き
て
き
て
、
や
っ
ぱ
り
非
常
に
孤
立
感
を
覚
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
ね
。
同
性
な
ら
ぱ
気
を
許
せ
る
、
と

い
う
の
で
は
な
い
の
で
オが
、
や
っ
ぱ
り
、
た
っ
た

一人
で
い
つ
も
い
る
、と
い
う
気
持
が
あ
り
ま
し
た
。

で
も
ね
、
幸
い
な
こ
と
に
こ
こ
は
研
究
班
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
中
で
は
人
と
の
接
触
も
持
て
ま
し
た

し
、
い
い
面
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
私
く
ら
い

の
世
代
で
、
研
究
者
と
し
て
こ
の
よ
う
な
研
究
所
で

過
ご
せ
た
と
い
う
の
は
、
偶
然
に
も
恵
ま
れ
だ
訳
で

もともとハ ンディをかかえる女性研究者 にこそ

定職を保証してほしい
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